谷底ガーデン
　

橘　辰樹

稲山　梁介

柏田　栖司

バニラ

菊井　瀬莉菜

沢木　萩

臼井　和美


　　　　　　　　　｛１｝
真暗な中に男が浮かび上がる。
照らし出されたのはバーの一角の様な所。
静かに語り出す男・橘。


橘　　　山室のおっちゃんに初めて会ったのは、俺がまだはたちの頃だった。雑居ビル
　　　　　の地下のスナックで、他愛の無いバカ話をした。
　　　
　　　　　おっちゃんが本当は幾つなのかは分からない。四十と言ってみたり六十と言っ
　　　　　てみたり、とにかく何が本当なのか分からなかった。
　　　　　分かっていたのはおっちゃんに身寄りが無いという事、たった一人で何十年も
　　　　　鉢植えを売って暮らしているという事だけだ。
　
　　　　　何故それが本当だと分かったかと言うと、実際俺も何度か温室へ遊びに行き、
　　　　　仕事を手伝ったからだ。一人の癖に事務所を構えて社長椅子で電話番をしていた。
　　　　　他に誰も居ないのに偉そうにしている姿が可笑しかった。

　　　　　それから何年経っただろう。
　　　　　元々おっちゃんは、ふらりと海外へ遊びに行く事が多かったが、出発の前日に
　　　　　なると必ず俺をいつものスナックに呼び出し、「もしもの事があったらあの
　　　　　場所を頼む」と、土地に関する重要書類をごっそり俺に預ける様になったのだ。
　　　
　　　　　はじめはビビッていた俺も、いい加減すっかり慣 れっこになっていたあの夜、
　　　　　おっちゃんはやはり芝居掛かった神妙な顔つきで真っ黒なバッグを俺に預けた。
　　　　　俺は吹き出しそうになりながらも、いつも通りその芝居に付き合った。

　　　　　おっちゃんは帰って来なかった。

　　　　　何て事はない、やたら陽気な南国のリゾート地でバンジージャンプのロープが
　　　　　はずれてしまい、おっちゃんの適当で自由な人生はそこで終わったのだ。

　　　　　俺はいつも通り会社通いだった。所がある日、窓の外の並木道を見ている内に
　　　　　突然それはやって来た。気付けば、弾けるように会社を飛び出していた。

　　　　　「俺が、あの温室を引き継ごう。」

　　　　　会社を辞めた俺は、こうして今日、主を失った事務所を、夕暮れ時に訪れた。

　　　　　・・・ところが！



　　　　　　　　音楽。
　　　　　　　　突然現われる４人の男女、派手な照明の中パラパラを踊り出す。
　　　　　　　　 引っ張り込まれて踊らされる橘。
　　　　　　　　音楽、ストップ。


橘　　　なんじゃこりゃーっっ！！

全員　　イエーイ！！


　　　　　　　　再び音楽、踊る人々。
　　　　　　　　踊るのをやめ、橘に近づく女・バニラ。


バニラ　　ハアーイ！橘ちゃんお久しぶり！ようこそクラブ・スウィティーへ！

橘 　　　　バニラ！？

バニラ　　はーい、スウィーティーのママ、バニラでーす。

橘　　　　なんだよこれ、何であんたがここに居るんだよ！ここはおっちゃんの事務所
　　　　　　じゃないか！

バニラ　　そうよー、スナック・スウィーティーはここにお引っ越しをして、クラブ・
　　　　　スウィーティーに生まれ変わったの。クラブじゃないわよク・ラ・ブ♪

橘 　　　　何勝手な事してんだよ、これまでさんざん世話になっておきながら、おっちゃ
　　　　　　んが死んだからってここを乗っ取る気か？

バニラ　　好きにしていいって言われたもん。

橘　　　　は？

バニラ　　山室ちゃん、自分に何かあったらここを好きに使っていいって、いつも言っ
　　　　　てたもん。

橘 　　　　嘘だろ？

バニラ　　ここ、前のスナックより場所いいし。うらぶれた雑居ビルの地下よりはねえ。
　　　　　　山室ちゃん言ってくれたもの、もっといい場所に店を移せばママの美貌なら
　　　　　　大繁盛だって。

橘　　　　だからって、そんな、勝手に改装して、

バニラ　　勝手じゃないってば。山室ちゃんがいいって言ったの。

橘　　　　そんな筈ないよ。

　
　　　　　　　　 踊っていた女の一人、菊井瀬莉菜が近づく。


瀬莉菜　　本当よ？私達もあのおじさんに言われたもん、もし働き場所無くなったら、
　　　　　　バニラさん手伝う様にって。

橘　　え。

瀬莉菜 　私、今プーでさ、昼間は就職活動して夜はここでサクラの客になってバイト
　　　　　　してるの。

橘　　　　･･･あんた達、見た事あると思ったら･･･、

稲山 　　ええ、スウィーティーの常連です。あ、僕、稲山梁介といいます。彼女は、
　　　　 菊井瀬莉菜さん。僕の場合は勤めていたスーパーが潰れちゃって・・・
　　　　 手伝うというよりは、むしろウサ晴らしですね。

橘 　　　･･･あの人は。


　　　　　　　　 たった一人になっても黙々と踊り続けている女・沢木萩。


バニラ 　　 あれは本物のお客さん。まだここに移ったばかりだから、やっぱお客集まら
　　　　　　なくてね。

橘 　　　 そんな事はどうだっていいんだ、あんた達、さっさとここを出てってくれよ。

バニラ 　 何で。

橘 　　　 何でじゃないよ、ここの事を頼まれたのは、あんたじゃなくて俺だ。

バニラ 　 違うわよ、私でしょ。

橘 　　　 あんたの口約束よりもこっちの方が有利なんだよ、俺はおっちゃんから土地
　　　　　に関する書類をごっそり預かってんだから。

バニラ 　 私は彼の実印預かってるわよ？

橘 　　　 嘘っ。

バニラ 　 そっかあ、橘ちゃん、山室ちゃんと仲良かったもんね、でも山室ちゃんにとっ
　　　　　ては私の事だって大事だし、あの人、どっちに任せるか迷ったんじゃない？

橘 　　　 おっちゃん優柔不断な所、あったもんなあ。

バニラ 　 だとしたら早いもの勝ちでしょ？

橘 　　　 俺はバニラみたいにスパッと切り替えられるほど薄情じゃないからね、俺は
　　　　　俺なりに喪に服してたんだよ。

バニラ 　　何してたって時間は過ぎるものよ、もたもたしてたあなたが悪いの。

瀬莉菜 　　そうよね、やる時はやらなきゃ。

稲山 　　 いやあ、僕はそこまで冷たい訳じゃないんですけどでもやっぱり、

橘 　　　　とにかく！俺はね、店で会う以外でもおっちゃんと遊んだり仕事手伝ったり
　　　　　 して、色んな話もしたんだよ。俺はここを任される資格があるの！おっちゃ
　　　　　 んの事、誰よりも知ってるんだよ。

バニラ 　　 あらそう、私は山室ちゃんのおしりのどこにイボがあるか知ってるわよ？

橘 　　　　 嘘っ。

バニラ ほんと。見たもん。

橘 　　　 ･･･あー、あー、アンタ、アンタ･･･！

バニラ 　 やだあ、私が土地欲しさに彼を寝取ったとでも思った訳？いやらしい考え方。

橘 　　　 あんたがやらしいんだろうが。

バニラ　 今思うとさ、いい冥土のお土産つくってあげられて、良かったわ。あのまま
　　　　　関係がズルズル続くのもデカダンな感じで素敵だったのに、さびしいな。

稲山　　 この話、聞いちゃって良かったのかな。

瀬莉菜 　 彼女、いまさら減るもんなんて無いんじゃない？

バニラ 　 私はね、山室ちゃんというオトナのラブストーリーを失ったのよ。

瀬莉菜 　 小汚い感じのオジサンなのに？

バニラ　 それがいいのよ。

稲山 　　 女の人ってそうなの？

瀬莉菜 　 フルコース食べながら家でお茶漬けしたい心理じゃない？

バニラ　　 いい？よーく考えて。山室ちゃんは、私とあなたのどっちにここを任せるか?
　　　　　 決めないまま、お空へ行っちゃったの。私はすぐに動いて、こうしてプーの
　　　　　 二人をバイトに入れて、頑張ってる。でもあなたは何？今頃のこのこ来たり
　　　　　 して。人数の面からしても私の方が有利だわ、３対１じゃないの。

橘 　　　　数の問題かあ！？

バニラ 　 数の問題♪だから、私の勝ち。

橘 　　　　勝ち負けの問題かあ！？

バニラ そうよ、勝ち負けの問題。

橘 無茶言うなよ。

バニラ 元々無茶な譲り受けなんだから、仕方ないわよ。温室の事なら心配しないで、
あのひとの形見なんだから大事に手入れするわ。

橘 バニラには無理だよ。

バニラ お水やればいいんでしょ？

橘 それだけじゃ駄目なのっ！

バニラ それはまあ、何とかするからさ、私の勝ちなんだし、帰るなり席料払って
飲んでくなりして、諦めてちょうだい、いいわね？

橘　　　 （しばらく考える）あのさ・・稲山くんと菊井さん、だっけ？

稲山　　 はい。

瀬莉菜　 何？

橘　　　 俺ん所で働かない？

２人　　 は？

橘　　　 俺、おっちゃんの仕事を引き継ごうと思ってここに来たんだ。すぐにでも
　　　　 営業を再開させたいんだけど、どう？

瀬莉菜 　でも扱うのって観葉植物とかでしょう？虫いそうでやだな。

稲山 　　僕もそういう職種ってやった事なくて、ちょっと・・・。

橘 　　　バカじゃねーの、お前ら。

稲山 　　へっ。


橘 　　　この御時世で仕事選んでんじゃねーよ、選り好みするからいつまでたっても
　　　　　プーなんだろうが。

稲山 　　ですけど。

橘 　　　これからも履歴書持って駆け擦り回るか、俺の元で腰据えて働くか、もう
　　　　 ２択しかないんだよ。２人とも今すぐ決める事。

稲山 　　今すぐって言ったって、そんな・・・、

瀬莉菜 　ま、いっか、私、やろうかな。

稲山 　　へ。

瀬莉菜 　求人キビシイしうるさいし、いい加減やんなって来た所。簡単な事ならやっ
　　　　 てもいいよ。

橘 　　　あんたは。

稲山 　　･･･どうしましょう。

橘 　　　俺に聞くなよ。

瀬莉菜 　はっきりしなさいよ。

稲山 　　そうは言っても。

瀬莉菜 　私はあなたに来てほしいな。

稲山 　　･･･え。

瀬莉菜 （ヒソヒソ声で）この人と二人っきりってちょっとやだもん。いいじゃん、
　　　　あなたみたいにはっきりしないフラフラした人、どうせどこも雇ってくれな
　　　　いでしょ？入っちゃえばこっちのもんなんだから、取り敢えずやりますって
　　　　言っちゃえばいいのよ。

橘 　　　丸聞こえだよ。

稲山 　　分かりました、そこまであなたに頼りにされるなら。

瀬莉菜 　いい耳してるわね。

稲山 　　やります、働かせてください！・・えっと、どなたでした？

橘 　　　タチバナ。

稲山 　　そうでした、橘さん。

バニラ 　ちょっと？

橘 　　　俺んとこの従業員、手ぇ挙げてー！

稲山・瀬莉菜　 はーい！

橘 　　　バニラ、形勢逆転だな。

バニラ 　ひどい、あんた達。

瀬莉菜 　ごめんねえ、夜の商売って、ちょっと。

稲山 　　いえ、あの、バニラさん、別に裏切るとかそういう事じゃなくてあの、

バニラ 　うるさいっ。（橘に）私ここ出ないわよ？

橘 　　　数と勝ち負けの問題なんだろ？

バニラ 　もう前の店、借り手付いちゃったのよ、私、行くとこ無いのよ？

橘 　　　俺だってそうだよ、行くとこないよ。

バニラ 　私に路頭に迷えっていうの？

橘 　　　俺を追い出そうとした癖に。

バニラ 　もうお店始めちゃったんだから今更どうしようもないの。

橘 　　　従業員２人も抱えてんだ、今更後に引けるか。

バニラ 　あんたが何言ったって、夜７時から午前２時までは私の店なの。

橘 　　　冗談じゃない、朝９時から夕方の５時までは俺の会社だ。


　　　　　　　　間。


橘 　　　･･･何だって？

バニラ 　だから、夜７時から午前２時までは私の店。

橘 　　　朝９時から夕方の５時までは俺の会社。

橘・バニラ 　　･･･いーんじゃない。

稲山・瀬莉菜 　はあ！？

バニラ 　何だ、よく考えたらここの取り合いする事、なかったわね。

橘 　　　ほんとだ。

瀬莉菜 　大丈夫かなあ、心配になってきた。

稲山 　　少し不安なんですけど、仕事って、一から教えて頂けるんでしょうか。

橘 　　　俺は温室で鉢植えを育てて売るけど、お前らはどうする？

瀬莉菜 　どうするって？

稲山 　　手伝う訳じゃないんですか？

橘 　　　うん、俺ひとりの仕事だから。そっちはそっちでやる仕事決めてくれる？

稲山 　　そんな適当な。

瀬莉菜 　そうよ、私達ここで働く意味ないじゃない。

橘 　　　だってさっき、どうしても勝ちたくて、うっかり雇っちゃったもん。アレだっ
　　　　たらいいよ、取り消しにしても。

瀬莉菜 　あー、そうか、それも困るな・・私、何やればいい？

橘 　　　好きにして。

稲山 　　わかりませんよ。

橘 　　　お前ら、やりたい事って、何かないの？

瀬莉菜　 あるにはあるけど・・・。

稲山 　　僕も、一応は。

橘 　　　じゃ、それやってみたら？好きな事して金儲けりゃいいじゃん。

稲山 　　そうは言いますけどね、

橘 　　　何なんだよはっきりしねえなあ、お前ら大きくなったら何になりたいんだよ。

瀬莉菜 　は？

橘 　　　大きくなったら何になりたいんだ。

瀬莉菜　　･･･何にって･･･。

稲山 　　僕達もう大人ですよ？

橘 　　　まあいいや。バニラ、酒出して、酒。

バニラ 　あら毎度。

橘 　　　前祝いだよ、タダで出せよ。（２人に）だよなあ？

稲山　　 いいのかな。

瀬莉菜 　いただきまーす。

バニラ 　えー？カンベンしてよう。

橘 　　　そうだ、ついでに厨房見せてくれる、間取りを把握したいから。

瀬莉菜 　私、まだ入った事ない、稲山君、一緒に行こ。

稲山 　　は、はあ。

バニラ 　ちょっと、ちょっと勝手な事しないでよ、もう。


　　　　　　　　橘・稲山・瀬莉菜・バニラ、厨房へ消える。
　　　　　　　　ずっと隅っこで踊っていた、萩。
　　　　　　　　動きが止まる。


萩 　　　･･･面白い事になって来ましたね。


　　　　　　　　暗転。




　　　　　　　　｛２｝



　　　　　　　　再び一人で記憶を語る橘。


橘 　「大きくなったら何になりたい？」
　　　山室のおっちゃんははたち過ぎの俺に聞いてきた。正直俺は言葉に詰まった。

　　　だから俺も聞いた。「じゃあおっちゃんは何になりたいんだ」
　　　おっちゃんは言った。「カミさんに死なれてからは葉っぱに水をやるだけだ」
　　　「それじゃ答えになっていないだろ」と俺が言うと、
　　　「お前みたいなガキには、わかんねえよ」と答えた。

　　　俺はわざと幼く「ズルイ大人だなあ」と言ってやった。
　　　
　　　おっちゃんは口の端で笑った。
　　　「大人はね、おとなげないの」

　　　俺はおっちゃんの事がますます好きになった。




　　　　　　　　前章から数ヶ月後。

　　　　　　　　昼の部、オフィス。クラブの時のテーブルや椅子が、
　　　　　　　　そのまま会社のデスクとして利用されている。夜は奥へ引っ込め
　　　　　　　　てある電話が、それらしく置かれ、かろうじてオフィスの雰囲気
　　　　　　　　を出している。

　　　　　　　　何かを交渉しに、沢木萩がたずねている。
　　　　　　　　少々乗り気でない橘。

萩 　　　本当に、おねがいします。

橘 　　　そりゃあね、こっちも一応、何か月かやってきた訳だから、ある程度、
　　　　　落ち着いては来たよ？でも他人が出入りするのはちょっと･･･。

萩 　　　ただ時折通わせて頂ければいいんです、ネタを集めたいんです。

橘 　　　それはまあいいんだけど、でもね。

萩 　　　お邪魔にならない様にします。

橘 　　　ウチの連中も気が散るだろうし。

萩 　　　ただ観察するだけですから。

橘 　　　その観察ってのがさあ。

萩 　　　私の人生の転機なんです。今度の連載が決まるかどうかの瀬戸際なんです、
　　　　 お願いします、人助けだと思って。連載が決まったら会社の宣伝もさせて頂
きますから。

橘　　　 宣伝？出来るの？

萩 　　　はい、コマの背景にこっそり社名を入れたり、ストーリーに関係無いセリフ
　　　　 で商品の宣伝をしたり。一か月おきに、全国にあなたの会社の事が広まるん
　　　　 です。

橘 うーん、全国って言っても、ウチ小規模だし、さばき切れないほど仕事が
来たら困るなあ。

萩 大丈夫です。あんまり売れない雑誌ですし、マンガのひとコマひとコマに
　　　　注意を払う人なんてほとんどいませんから。

橘 意味無いじゃん。

萩 無いですね。でもチラシと違って無料ですよ。

橘 　　　･･･まあねえ。

瀬莉菜　 ただいまあ。


　　　　　　　　瀬莉菜、紙袋を抱えて買い出しから戻ってくる。


橘 　　　瀬莉菜、注文来てる。

瀬莉菜 　本当？ラッキー。あ、マンガ家さんまだいたの？

萩 　　　はい、取材です。これからも時折来る事になりましたのでよろしく。

橘 　　　あれ？

瀬莉菜 　ここの何処が面白いんだか。

萩 　　　面白いですよ、他人から貰った土地で、行き当たりばったり、社員全員バラ
　　　　 バラの仕事して自転車創業状態だなんて。

橘 　　　言うね。

萩 　　　ありがとうございます。そうだ、ちなみにその亡くなった山室さんは温室の 手入れ以外は何をやっていたんですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
橘　　　 さあ。

萩 　　　親しかったんでしょう？

橘 　　　それはそうだけど・・・鉢植えを売ったり、配達に出たりして一日過ぎたん じゃない？

萩 　　　退屈じゃありませんか？

橘 　　　俺はおっちゃんじゃないから分かんないよ。でも、俺はけっこう面白いよ？
　　　　 観葉植物っての？あれってただ生えてるだけじゃないんだ、毎日違うんだよ。
　　　　 かったるそうな日とか、テンション高い日とか、葉っぱにもあるみたいだ。

萩 　　 そうなんですか。

橘 　　 俺がそう思い込んでるだけかもしれないけど。前いた所は商社で、あれはあ
　　　　れで面白かったけど、今生き物の相手だろ、じわじわ来るっていうか。

萩 　　 じわじわ。

橘 　　　何ての、こう、剪定した後、下からまだキミドリの葉っぱがちょこんと出て
　　　　 来たりすると、もうたまんないなあ。（萩に気づく）いいよ、分かってもら
　　　　 えなくても。

萩 　　　ガーデニングおたく、と。（メモする）

橘 　　　何メモってんだよマンガおたく。

瀬莉菜 橘さん、配達行かなくていいの？

橘 あ、そうだ。

瀬莉菜 　すぐ語りたがるんだから。

萩 　　　私は助かります。

橘 　　　注文票、置いといたから、よろしく。


　　　　　　　　橘、出ていく。
　　　　　　　　用意した古着にハサミを入れる瀬莉菜。


萩 　　　古着のリフォームですか。

瀬莉菜 　うん。小物を作る事が多いかな。雑貨屋さんに卸してるんだ、やっとチョロ
　　　　 チョロ注文が来るようになったの。

萩 　　　手先が器用なんですね。

瀬莉菜 　本当はね、デザイナーになって、自分のブティック出したかったんだ。でも
　　　　 大手アパレルに入ってみたら、つまんない雑用と計算ばっかりやらされて、
　　　　 頭に来て辞めちゃった。

萩 　　　辛抱が足りなかったんですね。

瀬莉菜 　言うわね。

萩 　　　ありがとうございます。・・・あの、もう一人は。

瀬莉菜 　ああ、稲山君？調理関係得意だから、お弁当屋さんなの。今、配達に出てる。

萩 　　ここで売ればいいのに。

瀬莉菜 　嫌よ、昼間っからお客さんにドカドカ入られるの。夜の飲屋だけで十分。

萩 　　　厨房フル活用ですね、夜のクラブと、弁当屋と。

瀬莉菜 　ただでさえヤニ臭い部屋なのに今度は油臭くなりそう。


　　　　　　　　稲山、配達から戻ってくる。


稲山 　　ただいま・・あれ、取材って時間かかるんですね、沢木萩さん。

萩 　　　おかえりなさい、フルネームで呼ばなくてもいいですよ。

稲山 　　フルネームで憶えちゃってるんです、月刊ゲーマーズ、最近載ってないですけど、どうしたんですか。僕、毎月買ってるんですよ。


瀬莉菜 　ゲーマーズって、ゲームおたくが買う雑誌でしょ、やだ、稲山君、そんなの 読むの。

萩 　　　そんなのに読み切り描いてました。

瀬莉菜 　あ。

萩 　　　ゲーマーズとは、契約切れになりました。今は隔月刊の、ムチムチ・ライフ
　　　　　マガジンでたまに描いてます。

稲山 　　ああ、成人向け雑誌ですね。

瀬莉菜　 詳しい、やだー。

萩 　　　それで、アイデアを集める為にこちらで取材させて頂いているわけです。

瀬莉菜 　ふーん、でも何でここなの？理由はさっき聞いたわよ、でもさ、どうして
　　　　　ここが、そういう所だってわかったの？

萩 　　　ああ、それは、・・・ええと、色々な所を当たりましたから、その中の一軒
　　　　だったという事ですね。

稲山 　　あの、僕らの事がマンガになるんですか。

萩 　　　ただのネタ集めに過ぎませんから断定はできません。

稲山 　　優しい嘘なら付いてもいいんですよ？

萩 　　　つまらないものならどうせボツですし。


　　　　　　　　玄関から、「すいませーん」の声。


男の声 　すいませーん、どなたかいらっしゃいますかー。

萩 　　　橘さんですか、早いですね。

瀬莉菜　　お客さんじゃないの。

稲山 　　グリーン買いにきたんじゃない？温室に案内するよ。


　　　　　　　稲山、出迎えようとする、
　　　　　　　勝手に入って来る男・柏田。


稲山 　　･･･いらっしゃいませ。

柏田 　　ここの責任者はどなたですか。

稲山 　　･･･責任者、ですか？

瀬莉菜 　橘さんじゃない？一応社長だから。

稲山 　　あの、橘はただ今席を外しておりまして。

柏田 　　なら好都合だ、君たちにも事情を聞こう。

稲山　　　はい？

柏田　　 いきなりで悪いが、君達は何故こんな所で働いている、ここがどういう場所
　　　　　か分かっているのか。

稲山 　　･･･あの、どういう事でしょう。

瀬莉菜 　役所には許可もらってるわよ。

柏田 　　そんな事を言っているんじゃない、君達が、あの男とどういう関係なのか、
　　　　　詳しく聞かせてもらおう。

稲山 　　えっ。橘さん？どういう関係かなあ。

瀬莉菜 　　一応経営者と雇用になるんじゃない？

柏田 　　話をそらすのが下手な人達だな。・・・君もここの従業員なのか（萩に）

萩 　　　えっ。私、無関係な通りすがりのマンガ家です。

柏田 　　マンガ家！？

萩 　　　いけませんか。

柏田 　　なんとなくよくない。

萩 　　　なんとなくショック。

柏田 　　私が言っている男というのは経営者橘辰樹氏の事ではない。この土地の元の
　　　　経営者・山室和生の事だ。

瀬莉菜 　おじさん！？

柏田　　 知っているね。

瀬莉菜　 あなた誰よ。

柏田 見て分からないか？

瀬莉菜 分かるわけないじゃん。

柏田 私は・・・こういう者だ。


　　　　　　　　柏田、懐から警察手帳を出す。


柏田 柏田栖司。以後、よろしく。

稲山 以後？

瀬莉菜 おまわりさん！？

柏田 刑事だ。

稲山 　　･･･刑事さんが、どういった後用件で。

柏田　　 山室について、聞きたい事がある。

稲山 　　もう亡くなってますよ。

柏田 　　だから君達に事情を聞きに来たんじゃないか。

瀬莉菜 　ちょっと待ってよ、本当に刑事さんなの？

柏田 　　さっき警察手帳見せただろう。

瀬莉菜 　本当に本物？

柏田 　 なら君は、どんな物が偽物だと思うんだ。説明出来るのか、出来るなら
　　　　 三百字詰め原稿用紙一枚以内にまとめろ。

瀬莉菜 　う。

萩 　　　それ、本物です。

稲山 　　え。

萩 　　　実物見た事あるんです、資料として何度か。

瀬莉菜 　･･･じゃあ。

萩 　　　彼、本物の刑事です。

柏田 　　さて、質問を変えよう。君達は何故ここでこうして商売をしているんだ。

稲山 　　はい。僕は昔スーパーのデリカコーナーでお惣菜を作っていました。やはり
　　　　 料理というのは僕にとって、

柏田 　　違うっ！誰が一分間スピーチしろと言った！そうじゃなくて、何故橘の下で
　　　　 働くようになったのかと聞いているんだ！

瀬莉菜 　･･･うーん、どうしてかなあ、なりゆきかな・・（稲山に）ねっ。

稲山 　　･･･そうだよね･･･、（きっぱりと）なりゆきです。

柏田 　　そんな答えが通用するか！

稲山 　　ごめんなさい。

瀬莉菜 　あやまる事ないわよ。柏田さんだっけ？あなた、さっきから感じ悪いわよ、
　　　　 人にものを尋ねる時はそれなりの礼儀ってものがあるでしょう。

柏田 　　君達に礼を尽くす義理はない。

瀬莉菜 　ムカつく。

稲山　 駄目だよ、偉い人に向かって。

瀬莉菜 　偉い！？どこが？ただイバってるだけじゃない。それだけで相手の方が偉い
　　　　 なんて思っちゃうの？だからあなたって駄目なのよ！（柏田に）２・３年
　　　　 ブチ込んじゃって下さい。

柏田 　 彼は何かしたのか。

稲山 　 と、とんでもない。

瀬莉菜　 あのね、私達、山室のおじさんの事、よく分からないのよ。たまに飲屋で
　　　　 おしゃべりした位。ついでにここの事任されちゃっただけなのよ。

柏田 　　怪しいな。

瀬莉菜 　なんで。

柏田　　 ただ、時折話をしただけの相手から土地を譲り受けた人物が新しく会社まで
　　　　 つくっている。君達はそれを承知の上で働いている。常識では考えられない。

瀬莉菜 本当だ。やっぱりなりゆきなのねえ。

稲山 （きっぱりと）なりゆきです。

柏田 　　君達は、やはり何か隠しているな。

瀬莉菜 　知らないってば！何なの？私たち、何か疑われてるの？

柏田 　　ある意味では、そうだ。

瀬莉菜 　えっ。

橘 　　　ただいまあ。


　　　　　　　　橘、戻ってくる。


橘 　　　･･･お客さん？

稲山 　　･･･橘さん、あの･･･、

柏田 　　　山室和生には、殺人の容疑が掛けられている。

全員 　　　！


　　　　　　　　　　暗転。




｛３｝

　　　　　　　　微かに流れている音楽。
　　　　　　　　クラブ・スウィーティー。

　　　　　　　　昼のオフィスの為、ボトル類は厨房に引っ込んでいる。
　　　　　　　　実際は見えないが、ドアには鈴が付けられている。
　　　　　　　　訪ねて来た柏田。椅子にふんぞり返っている。


バニラ 　 最近みんな様子がおかしいのよね。みてこれ、いつもは夜と交替の時、
　　　　　昼の物は、きちんと奥の部屋に片付けておいてくれたのに、今日も出しっ
　　　　　ぱなし。・・ちょっとお、手伝ってよ、元はと言えば、あんたが変な事言い
　　　　　出したからよ？

柏田 　　変な事？冗談じゃない。

バニラ 　こっちだって冗談じゃないわよ。見てよこの閑古鳥。

柏田 　　それは関係無いと思うが。

バニラ 　私の何を知りたいの？柏田ちゃん。

柏田 　　ちゃん！？

バニラ 　クラブ・スウィーティーに来た人は、みんな今風にちゃん付けなの。

柏田 　　今風？君、間違えてるよ。

バニラ 　つっこまないでよ、そういう決まりにしてんだから。

柏田 　　君と山室の関係はどうだったんだ？

バニラ 　うーん、絶好調かな。

柏田 　　それは、それなりの仲だったと判断してもいいという事か。

バニラ 　ないしょ♪

柏田 　　真面目に答えたまえ。

バニラ 　えっち♪

柏田 　　･･･ご足労願う事になってもいいのか？

バニラ 　それなりの手続き踏んでくれたならね。


　　　　　　　　鈴の音。
　　　　　　　　萩、現われる。


萩 　　　･･･あれ。

バニラ 　あら、いらっしゃい。

萩 　　　お邪魔･･･ですよね。

バニラ 　いいのいいの。水割りで良かったわね。

萩 　　　ええ。


　　　　　　　　バニラ、厨房へ消える。
　　　　　　　　萩、別の席に付く。


萩 　　　ちょっとしつこくありませんか。

柏田 　　君に言われる筋合いはない。

萩 　　　昼も夜もじゃ、みんな参っちゃいますよ。

柏田 　　気を使う必要なんか僕にはないね。

萩 　　　いいんですけどね、私は別に。


　　　　　　　　　バニラ、グラスを二つ持って現われる。


バニラ 　 はい、どうぞ。柏田ちゃんも。

柏田 　　 勤務中だ。

バニラ　 置いとくだけでいいわ、客に見られたらカッコつかないのよ。

萩 　　　いただきます。（わざとらしく）おいしー！お水が違うんですねえ、浄水機
　　　　 ですか？

バニラ 何言ってるの、エビアンに決まってるじゃないの、カルキ入ってるけど
細かい事は気にしないでね。

萩 本当だ、カルキ臭ーい（柏田に）勤務、ご苦労さまです。

柏田 ちっ。

バニラ で？山室ちゃんの奥さんの死因と私と、何の関係があるっての？

萩 　　　･･･帰りましょうか？

バニラ 　いいの、いてちょうだい。いいネタ集めになるでしょ。

萩 　　　･･･はあ。

柏田 　　山室の夫人が死亡した時期と君が山室に出会った時期とは確かに数十年の
　　　　 隔たりがある。直接の関係は無いと言える。

バニラ　 そうね。

柏田 　　しかし、夫人の保険金によって、この土地が山室の物になった事は明白な
　　　　　事実だ。やがて、彼の死後この土地を手に入れたのは、一体誰か？

バニラ 　･･･はーん。


　　　　　　　　鈴の音。
　　　　　　　　橘、現われる。


橘 　　 ･･･あ。

柏田 　　揃ったね。

バニラ 　私が呼び出したの。

橘 　　　あんたに聞きたいんだけどさ。

柏田 　　何。

橘 　　　言ってる事、おかしくない？

柏田 　　どういう事かな。

橘 　　　おっちゃんの奥さんが死んだのは、うんと昔の事じゃないか。仮に・・・
　　　　 もし、仮におっちゃんが何か関わってたとしても、それってもう時効なんじゃ
　　　　 ないのか？

柏田　　 そうもいかないんだよね。仮に事件として扱われる事がなくても、我々には
　　　　 事実関係をはっきりさせる義務がある。

橘　　　 今頃になって、そんな事・・・。

柏田 　　だからこそだ。この土地は言わば夫人の命だ、最終的に利益を得た君達に、
　　　　 是非とも話を聞きたい、山室の真実を。

バニラ 　失礼な人。

橘 　　　おっちゃんはそんな事をする人じゃない。

柏田 　　そんな事・・へえ、どんな事？

橘 　　　･･････。

柏田 　　山室夫人の死亡原因そのものは、さほど珍しいケースではない。道路を
　　　　 横断中、彼女は猛スピードで信号無視をした車にはねられたんんだ。病院に
　　　　 運ばれたが即死状態だった。ひとり残された山室は、やがて当時住んでいた
　　　　 場所から去っていった。・・不運な話だ。不運だが、はたしてそれは本当に
　　　　 不運によって引き起こされた出来事なのか？・・何故車の運転手は信号無視
　　　　 をし、横断歩道をたったひとりで渡っていた夫人を、一見事故に無縁な
　 　　　明るい日のもとで、はねなければならなかったのか。・・・私が何を言わんと
　　　　 しているのか、分かると思うのだが。

橘 　　　わからないね。

バニラ 　はっきり言えばいいでしょ。

柏田 　　山室は当時農業試験場に勤務していた。・・つまり業務上精通していた訳だ、
　　　　･･･薬物に対して。これはあくまで仮説だが、彼は夫人に対して多額の
　　　　 保険金を掛け、まずは薬物で殺害を図る。しかし慎重過ぎた為だろう、
　　　　 効果がなかなか表われない。焦った彼は、ある人物に一つの頼み事をする。
･･･保険金の一部を報酬に事故を起こしてくれないか、と。･･･何の事故かは、
　　　　 分かるね。


萩、突然立ち上がる。


萩 　　　仮説だけでよくやりますね。

柏田 　　言ったろう、君に口を挟まれる筋合いはない。聞きたくないなら帰りたまえ。


　　　　　　　　萩、出ていく。


バニラ 　彼女のお勘定はあんたが払ってよ。

柏田 　　どうせまた来るだろ。

バニラ 　は？

橘 　　　あんたの推理はもういいよ。それで？俺達には一体何の容疑が掛けられて
　　　　 いるって言うんだ。

柏田 　　君達は山室と相当親しかった･･･ここまではＯＫか？

橘 　　　･･･まあね。

柏田 　　ただの世間話から少々突っ込んだプライベートな話まで、よくお互いに喋り
　　　　 合った。

橘 　　　･･････。

柏田 　　そしてある夜聞いたはずだ、彼が良心の呵責から、漏らした言葉を。

橘 　　　･･･何だよ、それ。

柏田 　　　それを話す時じゃないのか？

橘 　　　知らないね。

バニラ 　同じく。

柏田 　　君達は彼の犯行を知って置きながら、あえて口をつぐんだ。そして益々彼と
　　　　 懇意になろうとし、結果この建物と温室を手に入れる事に成功した。

橘 　　　人の話を聞けよ！

柏田 　　君こそ大事な事だけ誤魔化すんじゃない。

橘 　　　何の事だ。

柏田 　　彼の死後、わずか半月後にこの店はオープンしたじゃないか。あまりに
　　　　故人に対して礼を欠いた行為だとは思わないか？まるで死ぬのを待っていた
　　　　みたいじゃないか。

バニラ 　そう見られると弱いなー。

橘 　　　ほら見ろ。

バニラ 　だって山室ちゃんがいいって言ったのよ。

柏田　　 彼を信用させるのは大変だっただろう。

バニラ 　え。

柏田 　　旅行好きの彼の過去の旅先・・・始めは海外でもいわゆる有名な観光地
　　　　 だったが、次第にバックパッカーが好むような手垢の付いていない地域
　　　　 ばかりを選ぶ様になる。

バニラ 　それは、彼が色んな植物を見たいからって、

柏田 　　そう。そして君は 旧スナック・スウィーティーで彼の旅先のプランを
　　　　 一緒に考える様になった。その楽しい会議には、君も一緒だった。

橘 　　　俺達がわざと危険な所へ行かせたっての？

柏田 　　その可能性は、否定できないな。

橘 　　　あほ。

バニラ 　つまり？私達が共謀して、山室ちゃんが旅先でトラブって死んじゃうまで
　　　　 地道な作戦を繰り返してたっていいたいの？

柏田 そこまでは言ってないさ。

バニラ 　どういう事よ。

柏田 　　共謀したとまでは言い切れない。

バニラ 　･･･え。

柏田 　相手をカムフラージュに単独で仕組まれた事なのかも。山室の死後すぐに
　　　　自分の店を転居させたスウィーティーのママ・通称バニラ、或いは彼女が
　　　　腰を据えるのを見計らって、そ知らぬ振りで昼間の営業を担当した、橘辰樹。
　　　　本当の所は、まだ、分からない。

橘 　　ふざけんなよ。

バニラ 　証拠があって言ってるのかしら？

柏田 　　ないさ。今のはほんの例えだ。ただ、君達は相手が自分をだましていないと、
　　　　 本当に言い切れるのか？それこそ、相手を信じているという証拠が、存在
　　　　しているのか？今、君達の目の前にだよ。

２人 　　･･････。

柏田 　　形が無けりゃ、無いもいっしょだ。

バニラ 　　一理あるかもね。

柏田 　　今日は、ここまでにしよう。これからも何度か訪ねる事になると思うが、
　　　　　それまでしっかり自分を見つめ直すんだな。


　　　　　　　　柏田、自分の水割りを飲み干す。


バニラ 　勤務中でしょ

柏田 　　今日はもう、終わったよ。・・・つけといてくれ。


　　　　　　　　柏田、去る。
　　　　　　　　残される２人。
　　　　　　　　暗転。｛３｝


オフィス。
仲良さそうに本を一緒に眺めている稲山と瀬莉菜。
橘、入って来る。
慌てて本をしまう瀬莉菜。


橘 　　　肥料と栄養剤どうなった？

稲山 　 業者さん、裏口に置いたって言ってましたよ。

橘 　　　そう、支払い今度から振込だって言っといてくれた？

瀬莉菜 　向こうから聞いてきたよ。

橘 　　　　じゃ、ＯＫだね

瀬莉菜 　うん、ＯＫ、ＯＫ・・・えへ。

橘 　　　　何。

瀬莉菜 　ううん。

橘 　　　　ああそう。


　　　　　　　　橘、瀬莉菜が隠した就職情報誌を素早く取り上げる。
瀬莉菜 　　あっ。

橘 　　　何でとらばーゆ読んでんだよ。そんなに大手行きたいか。

瀬莉菜　 読んだだけじゃない。

稲山 　　 あの、全然、そんなことは。

橘 　　　　アパレルとフード特集に折り目付いてるぞ。

稲山 　　その、ただ見てただけで。

橘 　　　お前らさあ、ハングリー精神っていうか、踏ん張るっていうか、そういうの、
　　　　　ないの？折角軌道に乗ってきたんじゃないか。



瀬莉菜　　だから、見てただけだって、もしもの時のために。

橘　　　　もしも？

瀬莉菜　　噂、立っちゃったらこわいもん、ここが事件に関係した所だって知っちゃっ
　　　　　たら。

橘　　　　事件？そんなもん始めっからないんだよ。

瀬莉菜　　それはわかるけど。

稲山　　　橘さん・・いいですか。

橘　　　　ん？

稲山　　　最近、弁当の注文が減ってて、ちょっと苦しいんです。

橘　　　　まあ、みんな初めはもの珍しさから来るから、そろそろそういう時期なんじゃ
　　　　　ない？

稲山　　　僕に問題があるとしたら、何とかしなきゃとは思うんです、でも、最近
　　　　　橘さんも何か考え込んじゃってるし、心配なんです。

橘　　　　どういう事。

瀬莉菜　　ここ、いろいろヤバいんじゃないかって事。

稲山　　　確かに、僕も瀬莉菜さんも、とらばーゆなんて見ちゃったけど、本当は
　　　　　やっていきたいんです、僕は、山室さんとそれほど親しかった訳じゃなかっ
　　　　　たから、・・あの、疑っちゃうかもしれないんですけど、そういう事じゃ
　　　　　なくて、仕事、続けたいから・・・あの、勝手な考えでしょうか。

橘　　　　いや・・それでいいと思う。

瀬莉菜　　だから見てるだけって言ったでしょ、よそはしっかりしてて、ウチみたいに
　　　　　なあなあじゃないから給料良くても疲れそう。私、別にどっか行きたい訳じゃ
　　　　　ないのよ、ここの方が気、使わなくていいから楽だもん。

橘　　　　いんだぞ、もっと気を使っても。どんどん使ってほしいなあ。

瀬莉菜　　節約。

稲山　　　僕も、ここでやりたい事出来るのはうれしいです。やってる気がするって
　　　　　言うか・・・すいません、生意気言うようで。

橘　　　　仕事・・弁当屋、好きか。

稲山　　　はい。

橘 どうして。

稲山　　　以前、スーパーのデリカにいた頃から、もちろん料理は好きで、あの、デリ
　　　　　カに来るお客さんって、いろいろなんです。出来立ての物しか買わない人、
　　　　　すっかり冷めて安くならないと買わない人、どっちも、目的は一緒なんです、
　　　　　食べたいから、買うんです。そしたら考えるじゃないですか、出来立てが
　　　　　最高にうまくて、冷めたら、やっぱり最高においしい物、どうやって作ろう
　　　　　かって。実際難しいんです、無理かもしれない。でも、それで次も買いに
　　　　　来てくれたら、嬉しいじゃないですか、どっちのお客さんでも。

瀬莉菜　　お弁当屋さんは？

稲山　　　僕が売っているのはお昼ごはんです。お客さんで一番多いのは仕事の休憩時
　　　　　間に食べる、言わば働いている人です。毎日の事だから、忙しい中だったり、
　　　　　午後の事を思うと、気が重い人だっているでしょう。だから、せめてお昼
　　　　　ごはん位は、大事な休憩時間を裏切らないものを出したいんです。ほら、
　　　　　小学生が給食を心待ちにするみたいな。理想ですけど、理想が叶うなら、
　　　　　最高かな、なんて。・・ちょっと偉そうな事、言っちゃいましたけど。

橘　　　　得意分野だとよく喋るなあ。でも、偉いよお前。

稲山　　　ああっ、すいません。

瀬莉菜　　バカね、違うわよ。

稲山　　　やっぱりバカでしたか！？

瀬莉菜　　稲山君その性格を何とかしなさいよ。

稲山　　　どうしましょう。

瀬莉菜　　どうにかして。

橘　　　　瀬莉菜は。

瀬莉菜　　私は、・・何言えばいい？

橘　　　　テーマ「仕事について」

瀬莉菜　　嘘、いつから？言わなきゃ駄目？私そういうの、緊張するからダメな人なん
　　　　　だけど。

橘　　　　稲山がダメなりに言ったろ。

稲山　　　やっぱダメっスかあ！？

瀬莉菜　　静かにして。えー・・私？うん・・私は、服とか雑貨小物作ってるでしょ？
　　　　　　いっぱい売れたら、私ってオシャレなんだなって分かるから、嬉しい。

橘　　　　それだけ？

瀬莉菜　　いけない？

橘　　　　・・・いけなくない。

瀬莉菜　　そういうもんじゃない？

橘　　　　うん、・・そうかも。

稲山　　　瀬莉菜さん、すごいですね。僕の３分の１もしゃべってない。

瀬莉菜　　字数の問題じゃないでしょ。橘さんは？

橘　　　　俺？

瀬莉菜　　前は、普通に会社員してたんでしょ？今は何で温室で水撒きしてるの。
　　　　　やっぱ、おじさんがそうしてたから、変えないでおこうって思ったの？

橘　　　　･･････。

瀬莉菜　　せっかく大学出て、なんか、もったいなくない？

橘　　　　･･････。

瀬莉菜　　どうしたの。

橘　　　　え、何でもない。･･･そういえば、あいつ今日来ないのかな、その方がいい
　　　　　けどさ。

瀬莉菜　　柏田って刑事？

稲山　　　それにしてもあの人、何だってひどい事ばかり言うんでしょうか。

橘　　　　刑事だからだろ。

瀬莉菜　　こんな所でごちゃごちゃ言ってないで、２人をさっさと引っ張ればいいのよ、
　　　　　そうすれば早くすっきりするじゃない。

橘　　　　おいおい。

瀬莉菜　　だってそうでしょ、柏田さんの言ってる事って、全部憶測なんだもん。それ
　　　　　に、わざと仲間割れ起こさせる様な事、言ったりして。バニラさんは時間帯
　　　　　違っても、一緒に働いてるんだよ？・・橘さん、あいつベラベラ喋るけど、
　　　　　乗せられたりしたらやだからね。もし、昼の部と夜の部がケンカする様な事
　　　　　が起こったら、私いよいよ辞めちゃうよ？

橘　　　　やなら辞めりゃいいじゃん。

瀬莉菜　　もう、どうしてそうやって、おとなげないすね方するのよ。

橘　　　　大人はおとなげないんだよっ。

稲山　　　内部がギクシャクすれば、なにか進展があるとでも思っているんでしょうか。
２人 う。


２人、とりあえず、微笑み合う。



瀬莉菜　　そうよね、気をつけなくちゃ。マンガ家さんもそう言ってたし。

橘　　　　沢木萩？

瀬莉菜　　うん。

稲山　　　スウィーティーでの一件について、いろいろ教えてくれたんです。心配掛け
　　　　　ちゃって、申し訳ないなあ。

橘　　　　あれ。

稲山　　　はい？

橘　　　　内部がギクシャクって、俺とバニラのどっちかが相手に隠し事があるんじゃ
　　　　　ないかって話だろ？

瀬莉菜　　そうよ。

橘　　　　その話の時、マンガ家帰っちゃって、もういなかったぞ？そうだよ、何で
　　　　　お前ら、その時の事、知ってるんだよ。

稲山　　　ですから、さっき言った通り彼女に聞いたんです。

橘　　　　だから・・何で沢木萩は自分がいなかった時の事を知ってるんだ？

稲山　　　バニラさんじゃないですか。

橘　　　　自分に不利な事、人に話す訳ないだろ、俺だって誰にも言ってないよ。

稲山　　　簡単じゃないですか、刑事さんに聞いたんです。

橘　　　　あ、そっか。

瀬莉菜　　あれ？

橘　　　　何。

　　　　　　　　瀬莉菜 刑事が何で無関係のマンガ家に、そんな事いうの？

橘　　　　そりゃお前、あいつしつこいもん、根負けしたんだろ。

瀬莉菜　　でもさあ、

バニラ　　みんないる？



　　　　　　　　バニラ、入って来る。


橘　　　　昼間っから何だよ、忙しいから、かまってやれないよ。

バニラ　　私がヒマしてると思ってたの？これでもけっこう忙しかったんだから。私は
　　　　　私で山室ちゃんの事、色々調べていたのよ。

橘　　　　　調べた？

バニラ 私のコネはネット並みに広いのよ。

橘　　　　で、何か分かったのか。

バニラ　　て言うほどじゃないかもしれないけど・・山室ちゃんが昔農業試験場に勤めて
　　　　　いたのは確かよ、奥さんとはそこで知り合ったの。

瀬莉菜　　へえ、職場結婚。

バニラ　　二人の間に子供はいなかった。結婚して４年目で、奥さんは例の事故で亡く
　　　　　なったの。山室ちゃんはそのまま農業試験場を辞めて、奥さんの保険金を
　　　　　使ってこの土地を手に入れた。・・柏田ちゃんの言ってた事の補足にしか
　　　　　ならない情報で悪いんだけど。でも、一つ分からない事があるの。

橘　　　　分からない事？

バニラ　　彼が保険金を手にしてから、この土地を所有するまでの間に２年近い空白が
　　　　　あるの。･･･つまり農業試験場を辞めてから、ここで植木屋さんを始める
　　　　　までの足取りは、誰一人しらないのよ。

瀬莉菜　　旅にでも出ていたんじゃない？おじさん、そんな感じじゃん。

橘　　　　２年・・・。

瀬莉菜　　なに。

バニラ　　（はっとして）ただね、この２年ってそれほど重要じゃないと思うの、橘
　　　　　ちゃん、どう？

橘　　　　･･･そうだね。

稲山　　　でも空白っていうのはちょっと不利じゃないですか？

バニラ　　そうだ！私、今日はこの事を報告しに来た訳じゃないのよ。･･･稲山ちゃん。

稲山　　　はい。

バニラ　　最近、つかれてる？

稲山　　　は？

バニラ　　ちゃんと、眠れてる？

稲山　　　･･･あの。

バニラ　　どう、お弁当の売上。

稲山　　　あはは、それが、ここんとこイマイチなんです。

バニラ　　そう、やっぱりね・・。

稲山　　あの、なにか。

バニラ　　気をつけなさいよ？痛んだもの、出しちゃったんですって？

稲山　　　え。

バニラ　　スウィーティーに来た客がそう言ってたわよ。ここのお弁当食べてお腹
　　　　　こわした人がいるって。

稲山　　　えっ・・！誰ですか。

バニラ　　さあ、客も噂で聞いただけだって言ってたから。まあ、最悪、噂だけで
　　　　　済んでるからいいけど・・。稲山ちゃんもさ、ちょっとした事でこうなるん
　　　　　だから、気をひきしめなきゃ。

稲山　　　そんな筈ないですよ。

バニラ　　気持ちは分かるけどね

橘　　　　売上落ちた理由、それなんじゃないのか？どうすんだ、信用回復はたいへん
　　　　　だぞ。

稲山　　　痛んだものなんて、僕そんな、いい加減な仕事しませんよ。僕は素人じゃな
　　　　　いんです、衛生面も、食品の管理も、絶対に。

橘　　　　そのつもりだろうけどさ

稲山　　　それに、弁当食べてくれたお客さん、皆言ってくれるんです。おいしいって、
　　　　　これからも頑張れって。

橘　　　　客は客だよ、お前の友達でも何でもないんだ。一個怪しい物が出れば、それ
　　　　　までの関係なんだよ。

瀬莉菜　　稲山君、ちゃんとやってると思うよ？

橘　　　　事実がどうこうじゃないんだよ、そんな噂が流れてる事が問題なんだ。

瀬莉菜　　でもさ、いつだって噂を流すのは、クレーム付けてくる客じゃなくて、何も
　　　　　言ってこない不特定の客なんだからどうしようもないよ。

バニラ　　だからこそ本当の事が分からないの。稲山ちゃん、絶対なんて事有り得ない
　　　　　のよ。

稲山　　　でも、


　　　　　　　　　電話が鳴る。


橘　　　　はい、橘グリーン・フード・ソーイングです。

バニラ　　何度聞いてもそのまんまねえ。

瀬莉菜　　ええ、ありがと。

橘　　　　･･･え？･･･分かりました。･･･ええ、･･･失礼します。（切る）
　　　　　稲山、来るぞ。

稲山　　　来るって、

橘　　　　保健所が、調査に来る。

稲山　　　･･･！

バニラ　　ちょっと、大迷惑じゃないの、私、厨房きちんと手入れしてるのよ！

橘　　　　参ったなあ、こうなったら仕方ないよ。お前、今の内にヤバそうな物は全部
　　　　　捨てて来い。

稲山　　　･･･嫌です。

橘　　　　何だって？

稲山　　　捨てる物なんてありません。

橘　　　　稲山。

稲山　　　僕はきちんとやってるんです！！


　　　　　　　　稲山、厨房へ駆け出し、閉じ込もる。


瀬莉菜　　（厨房に）稲山君？稲山くーん！出てきなさいよ、ミスしてないって思うん
　　　　　なら、堂々としてればいいでしょー？調査の時、私も付いてて上げる
　　　　　からさー！稲山くーん！・・・駄目、めちゃくちゃヘコんでる。

橘　　　　気の毒だけど俺にもどうしようもないよ。

バニラ　　夜の開店時間までには全部済ませて欲しいんだけどな。

瀬莉菜　　冷たーい。

バニラ　　仕事は仕事でしょ。じゃ、ヤブヘビになるから、私いっぺん帰るわ。


　　　　　　　　バニラ、去る。


瀬莉菜　　･･･私も気を付けよ。服に針が残ってるとかすぐ壊れるとか噂立っちゃっ
　　　　　たら、私だってヘコむもんね

橘　　　　ヘコむだけじゃ済まないから厄介なんだよ。

瀬莉菜　　そっか・・・。

橘　　　　ついてないよな、よりによって。

瀬莉菜　　好きな事で仕事してる分、つらいよね。

橘　　　　好きなこと・・・か。

瀬莉菜　　え。

橘　　会社辞めてまで来たけどさ、俺、どうして植木屋になりたかったんだろう。

瀬莉菜　　……。

橘　　　　冗談。

瀬莉菜　　頼むわよ？私をプーにしないでね。･･･稲山くーん、生きてるー？


　　　　　　　　瀬莉菜、厨房に消える。


橘　　　　おっちゃんがどうして植木屋になったのか、俺は知っている。本当は、
　　　　　奥さんと２人でやりたかったんだ。

　　　　　「前の仕事場じゃ新しいものを創っていたけど、今は、今在るものを育てる
　　　　　仕事だ、何だと思う？」
　
　　　　　会ったばかりの頃、おっちゃんは俺にそんな謎掛けをした。

　　　　　温室に遊びに行った。一緒に水撒きをした。
　　　　　･･･でも、おっちゃんは、やっぱり独りだ。
　　　　　ひとりで、今在るものを育て続けていたんだ。

　　　　　あの日･･･おっちゃんが呟いた言葉が、どうしても忘れられない。
　　　　　俺は、･･･そうだ俺は、聞いてしまったんだ。


　　　　　　　　暗転。


　　　　　　　｛４｝

　　　　　　　　数日後のオフィス。

　　　　　　　　橘の机の上に、意味ありげに置いてある 棒に刺さったなすび。
　　　　　　　　瀬莉菜、視界に入れない様に、作業をしている。
　　　　　　　　稲山は机に突っ伏している。


瀬莉菜　　よかったじゃない、晴れて無罪放免になって。保険所から結果報告来るまで
　　　　　は、ドキドキものだったけど。

稲山　　　･･････。

瀬莉菜　　今日も注文少なかったけどさ、落ち込んだってしょうがないよ。ゼロに
　　　　　なった訳じゃあるまいし。

稲山　　　そっか、ゼロに、･･･なったらどうしよう･･･。

瀬莉菜　　大丈夫、またチラシばんばん撒こう、そうだ、橘さんにパソコン買って
　　　　　もらおっか。ウチくらいよね、置いてないの。ホームページ作って、そう
　　　　　よね、私もネットショップやってみたいな。そうだ、うん、それいいよ！

稲山　　･･･瀬莉菜さん、ありがと。

瀬莉菜　　そういう顔しないの。もっと明るくしてよ、今日は大事な日でしょ？

稲山　　　・・・そうだね。

瀬莉菜　　そう！今日は、待ちに待った・・・ボーナス！！


　　　　　　　　間。

　　　　　　　　　稲山の視線、橘の机の上。
　　　　　　　　　瀬莉菜も一瞬見てしまう。
　　　　　　　　　固まって静かに動揺する２人。


瀬莉菜　　･･･見ちゃ駄目。私だって考えない様にしてるんだから。

稲山　　　もうすぐ帰る時間だよ？まだ何ももらってないよ？

瀬莉菜　　帰り際にもらえるんじゃないかしら。

稲山　　僕・・この間の事があってから、売上きちんと納め切れていないんだ。

瀬莉菜　　やだ、そんな事気にしてたの？心配しないの。私だって、先月は布代
　　　　　かけすぎてマイナスになっちゃったんだから・・って・・ダメじゃん。


　　　　　　　　と、萩、入って来る。


萩　　　　こんにちはー！（棒なすに気づく）あれー？なんですか、これー。

２人　　　わー！！

萩　　　　やだ、これって、

瀬莉菜　　言っちゃダメ！！

稲山　　　その名前を言わないで下さい！

萩　　　　どうしてですか。

稲山　　　０・１パーセントの希望を見守る優しさは、ありますか。

瀬莉菜　　今だけでいいの、お願い。

萩　　　　･･･はあ。所で世間のボーナスは定期的ですけど、こちらはどうですか。

２人　　　へへっ。（乾いた笑い）


　　　　　　　　２人、がっくりと自分の机に行き、突っ伏す。
　　　　　　　　萩、しばらくその様子を観察する。


萩　　　　２人とも、けっこうつまんない反応ですね、期待外れだわ。


　　　　　　　　と、なすを回収、袋にしまう。


瀬莉菜　　何してんの。

萩　　　　これ以上続けても収穫なさそうですから。

稲山　　　･･･それ？


萩　　　　私が誰もいない隙に前もって置いたんです。

瀬莉菜　　あなたが！？

萩　　　　はい。

瀬莉菜　　ちょっとお、信じられない事するわね。

萩　　　　ですけど、保健所の一件の時、締め切りに追われてここに来られなかったん
　　　　ですよ？あれはもったいない事をしました。

瀬莉菜　　もったいない？

萩　　　　ええ、私はネタ集めに来ていますから。

瀬莉菜　　これもだけど、人の気持ちをもてあそぶのって、どうかな。

萩　　　　これをどう見るかは２人の自由ですよ。私はただ、置いただけなんです。
　　　　　あなた達は何らかの後ろめたさがあるから、これがただの割箸が刺さった
　　　　　なすだとは思えなかった･･･そういう事ですよね？

稲山　　　あー、なるほど、そうかもです。

瀬莉菜　　あんたはどうしてそうなのっ！･･･大体さあ、沢木萩さん、

萩　　　　徹底してフルネームで呼びますね。確かに、いたずらは良くなかったと思い 
　　　　　ます。ですが、そこまで食って掛かられるほどの事ですか？何か損害が生じ 
　　　　　ましたか。

瀬莉菜　　何よお、逆ギレる気？

萩　　　　･･･いいえ。もうしばらくは通う事になりますので、争いは避けたいと
　　　　　思います。こういう事は、もうしませんからご安心を。

瀬莉菜　　ああそう、折角だけど、昼の部はもうすぐ夜と交替だから、今日は帰って
　　　　　　くれる？

萩　　　　そうですね、じゃあ夜のスウィーティーにでもお邪魔します。バニラさんは
　　　　　とても親切ですよ。それでは。


　　　　　　　　萩、去る。


瀬莉菜　　金払えばあの商売女は誰にでも親切なのよ。

稲山　　　･･･棒のなすびくらいで怒るのはやっぱり、おとなげないよ？

瀬莉菜　　バカ。

稲山　　　すいませんっ。

瀬莉菜　　私がそんな事で怒っていると思ったの？

稲山　　　違うの。

瀬莉菜　　違うわよ、もっと深い理由があるの。

稲山　　　どんな。

瀬莉菜　　あの女、所どころ、すっごくムカつくんだもん。

稲山　　　浅いっスね。

瀬莉菜　　ずっと引っ掛かってるんだもん、だって何か変だもん、おかしいもん。おか
　　　　　しいけど、・・何がおかしいのか、分からない。

稲山　　　分からないのに引っ掛かるの？

瀬莉菜　　何が分からないのか、分からない、

稲山　　　そんな、若人あきらみたいな事。古っ。（参考・２０００年・秋）

瀬莉菜　　でもね、もうすぐ分かるんだよ。

稲山　　　え。

瀬莉菜　　何がわかんないのか、分かるかも。

稲山　　どうして。

瀬莉菜　　絶対、何かあるの。

橘 ♪全部なーかーあたーコートにしてーっ♪（参考・郷ひろみ。２０００年・秋）


　　　　　　　　橘、入ってくる。


稲山　　　お疲れさまです。

橘　　　　お疲れ、悪いな、庭の方、また掃除しといてくれたのか？

稲山　　　いえ、ここの所ヒマだから遊んでいるみたいで、勝手にやった事ですから。

橘　　　　俺は楽で助かるよ。

瀬莉菜　　へえ、落ち込んでるだけかと思った。

稲山　　　何かしてないと、考えちゃうから。

橘　　　　剪定した枝とか葉っぱとか外に放り出しといて、いつもは後で片付けてるん
　　　　　だけど、お前暇だと便利だな。

稲山　　　ありがとうございます。

瀬莉菜　　何喜んでるのよ。

橘　　　　コンポスト、たまんないだろ、臭くって。

稲山　　　ああ、あの中には今日は入れませんでした。

橘　　　　え、なんで。

稲山　　　何となく、生ゴミと違って腐りにくそうな気がして。

橘　　　　ふーん、どうしたの。

稲山　　　ほら、温室のわきに木が色々生えてるじゃないですか、杉とかポプラとか。
　　　　　あの辺りに埋めておきました。

瀬莉菜　　そんなに手伝わなくてもいいのに、橘さんが野菜の一つでも切ってくれた事
　　　　　ある？

稲山　　　任せられませんよ、そればっかりは。


　　　　　　　　橘、いきなり稲山に駆けより、胸ぐらを掴む。


瀬莉菜　　橘さん！？

稲山　　　ご、ごめんなさいっ！

橘　　　　･･･どこだ。

稲山　　　えっ･･･、

橘　　　　どこに片付けた。

稲山　　　でっ、ですから、あの辺り、てっ、適当に･･･、

瀬莉菜　　ちょっと離しなさいよ何やってんのよっ！

橘　　　　（離す）･･･悪い。

稲山　　　･･･あの？

橘　　　　ごめん、本っ当ごめん、俺、どうかしてた。

瀬莉菜　　どうかし過ぎてるわよ。

稲山　　　僕、何か失礼な事･･･？

橘 違う違う、もーなんでもする！ごめん！何すればいい？

稲山　　　いえ、そんな。

瀬莉菜　　そうだ･･･ボーナス。

稲山　　　瀬莉菜さんっ。

橘　　　　あーボーナス？あるよ、あるある、もう、今すぐ出すから。（奥へ）

瀬莉菜　　あるんだ。

稲山　　　橘さん、どうしたんだろう･･･。


　　　　　　　　橘、封筒を持ってくる。


瀬莉菜　　　･･･薄くない？

稲山　　　贅沢言っちゃ･･･。

橘　　　はい、ご苦労さん。休みの日にでも遊んできな。

瀬莉菜　　遊ぶ？

稲山　　　･･･遊園地の入場券。

瀬莉菜　　嘘っ･･･金は？

橘　　　　世知辛い事言う奴だなあ、無い袖振れないからせめて用意したんじゃないか。

瀬莉菜　　これって業者さんがくれた奴じゃん。どこがボーナスよ。

稲山　　　ああああっ僕が売上悪かったからっ。

橘　　　　違うって、（瀬莉菜に）二人でいってきな。

瀬莉菜　　えー？やーっだもー！恥ずかしいなあー！

稲山　　　橘さんの分は？

橘　　　　は？

稲山　　　折角ですから今度皆で行きましょうよ、バニラさんも誘って。

瀬莉菜　　･･･そーね。

橘　　　　あちゃー。

瀬莉菜　　別に。お金がよかったな、私っ。

橘　　　　いやーあのな？やっぱもうちょっと、俺も考えりゃ良かったかな？金無いん
　　　　　なら、せめてウケ狙うとか。なすに棒刺して棒なす！なーんちゃってあはは
　　　　　はは･･･。

瀬莉菜　　うがーっ！！

２人　　　ひっ。

橘　　　　瀬莉菜？･･･怒ってる？

瀬莉菜　　私、帰るっ。

稲山　　　だったら僕も一緒に、

瀬莉菜　　私ヤボ用だから一人で帰って。ぅお疲れっ！！（出ていく）

稲山　　　･･･な、なんでしょうねえ、お金はしょうがないと思うんですけどねえ。

橘　　　お前もしょーがないなあ。

稲山　　　はい？

橘　　　　いーえ。帰れ帰れ。

稲山　　　はい、これありがとうございます、お疲れさまでした。


　　　　　　　　稲山、出ていく。
　　　　　　　　一人になる橘、大きくため息をつく。


橘　　　　どうかしてるよ、本当。


　　　　　　　　バニラ、入って来る。


バニラ　　　あれ、まだいるの。

橘　　　　あ、お疲れ。

バニラ　　私は今から。おはよう、よ。･･･どうしたの。

橘　　　　なんにも。

バニラ　　開店前だけど、飲んでく？

橘　　　　そうだな。

バニラ　　じゃあこれ、ドアに付けといてくれる？（鈴を渡す）


　　　　　　　　バニラ、厨房へ消える。
　　　　　　　　橘、ドアに鈴を付けて（ドアは奥で実際は見えない）
　　　　　　　　思い詰めた顔のまま席に着く。
　　　　　　　　バニラ、グラスを持って戻って来る。


橘　　　　大変だろ、いちいち厨房から持って来るの。この辺にバーカウンター作って
　　　　　いいよ。

バニラ　　ダメよ、昼間が酒屋さんみたいになっちゃうもの。

橘　　　　気ィ使わせてるなあ。

バニラ　　お互い様。稲山ちゃんがね、つきだし作っといてくれるのよ、開店準備楽に
　　　　　なるわ。

橘　　　　あいつ勝手な事して。

バニラ　　いいの、うれしいもん。こないだは疑っちゃって悪かったな。

橘　　　　まあなあ。

バニラ　　うん･･･、 何？

橘　　　　･･･え。

バニラ　　何か言いたそう。

橘　　　　そうかな。

バニラ　　山室ちゃんの事？

橘　　　　･･･うん。

バニラ　　言いたい事なら分かるわよ。

橘　　　　そう。

バニラ　　少なくとも山室ちゃんは奥さん殺したりしていないわ。

橘　　　　ああ、絶対に。

バニラ　　そうよ。

橘　　　　･･････。

バニラ　　多分死んでるわね。

橘　　　　･･････。

バニラ　　山室ちゃんの事調べてて、だんだんそうかなって。私達が聞いたのは昔話で、
　　　　　過去形で、･･･だったら、もう死んでる。建て前は病死かしら、それとも、

橘　　　　バニラ。

バニラ　　私達、あの時、笑っちゃったもんね。

橘　　　　おっちゃん、酔っ払ってたから、

バニラ　　いつものホラ話だと思ってたけど、そういう事だったのよ。

橘　　　　肝心な部分は聞いてないじゃないか。

バニラ　　そう、事実かどうかさえもね。

橘　　　　そうだよ、事実じゃないかも。

バニラ　　でも、憎んでいたのは事実。

橘　　　　うん･･･憎んで「いた」殺そうと「思った」･･･過去形だったよ。

バニラ　　２年間･･･探し回ったのよ

橘　　　　運転中に発作起こしたんじゃ、どうしようもなかったんだ。おっちゃんだっ 
　　　　　て分かってるよ。

バニラ　　執行猶予じゃ納得いかないわよ。
橘　　　　そうだな･･･納得いかないかも、でも。

バニラ　　奥さんひき殺されちゃったのよ、ひとり残されちゃったのよ。

橘　　　　うん･･･。

バニラ　　その上、黙って引っ越しされちゃったら、トンズラされたような気持ちにな
　　　　るんじゃない？

橘　　　　その運転手もいたたまれなかったんだよ。

バニラ　　でも、山室ちゃんは、そうは思わなかった。

橘　　　　俺、思うんだけど、おっちゃん、やっぱりそんな事する人じゃないよ。

バニラ　　大事なひとが消されちゃったら、どんな事でもするかも。空白の２年間は、
　　　　　運転手を見つけだす旅だったのよ、そして、復讐した･･･だから晴れて
　　　　　夢だった温室を手に入れる事にしたんだわ、きっとそうよ。

橘　　　　それは憶測だろ。

バニラ　　そうよ。

橘　　　　やっぱり考え過ぎだよ。

バニラ　　どうして？

橘　　　　えっ、･･･だから･･･「見つけたら殺すつもりであいつを探していた」おっ
　　　　　ちゃん、過去形で言ってたじゃないか。

バニラ　　思いを遂げたから、過去形なのよ、山室ちゃん、口を滑らせたんだわ。

橘　　　　バニラ、おっちゃんをそんなに殺人犯にしたいのか？

バニラ　　私ね、やっててもやってなくても、どっちでもいいの。

橘　　　　え。

バニラ　　そうじゃないなら、それでいいじゃない。･･･でも、もしそうだったら、
　　　　　その時は、誰にも暴かれずにいて欲しいの。思いを遂げたままであって欲し
　　　　　い･･･これでもあのひとの女だった時もあるのよ。

橘　　　　バニラ。

バニラ　　あの人ね、私と二人でいても、そういう話･･･秘密の話って、絶対しなかっ
　　　　　たの。お店でしか、言わなかった。笑い飛ばしてもらえるからかもしれない。

橘　　　　実際俺、ゲラゲラ笑った。

バニラ　　私･･･何にもしてあげられなかった。男だったら橘ちゃんみたいに友達にな
　　　　　れたのかな。本当はちょっとあんたに妬いてたのよ。

橘　　　　知らなかった。

バニラ　　あんたはどう思うの。

橘　　　　俺？

バニラ　　山室ちゃんは、奥さんを殺した運転手を許したと思う？

橘　　　　･･･わからない。

バニラ　　復讐したと思う？

橘　　　　わからないよ。

バニラ　　そうね、本当の所は分からない。あの人肝心なことは、何一つ言わなかった。

橘　　　　あの刑事は気付いているかな。

バニラ　　どうだろ、ヌケてそうじゃない？

橘　　　　そう？

バニラ　　うん、だって、

橘　　何。

バニラ　　山室ちゃんの事調べて、なんのメリットがあるのかしらね。

橘　　　　え？

柏田　　　失礼するよ。


　　　　　　　　鈴の音と同時にいきなり入って来る柏田。
　　　　　　　　思いきり動揺する２人。

柏田　　　･･･何だ？


　　　　　　　　　バニラ、いきなり柏田にタックル。


バニラ　　あー！いらっしゃーい！あいたかったーんっ！

橘　　　　な、何か飲むっ？まだ開店前だけどっ。

バニラ　　そ、そーよね、そうしなさいよっ。いいじゃない、またツケでっ！

橘　　　　そうだそうだそれがいいねっ（と、厨房へ）

バニラ　　安いのでいいわよー！

橘の声　　　ＯＫ！


　　　　　　　　間。

　　　　　　　　この間ずっと柏田を拘束しているバニラ。


柏田　　　・・・あの。

バニラ　　　何？

柏田　　　自由を下さい。

バニラ　　あら。

　　　　　　　　バニラ、あわてて柏田に自由を与える。
　　　　　　　　グラスを持って戻ってくる橘。


バニラ　　　今日も聞き込み？

柏田　　　いや、今日は違う。

バニラ　　あら、お客さん？

柏田　　　そういう訳でもないよ。

バニラ　　じゃあ何の用かしら。

柏田　　　何か変わった事はなかったか？

バニラ　　え？

柏田　　　例えば近隣からの何らかの嫌がらせ、或いは営業妨害。

橘　　　　なんで。

柏田　　　今まで君達に事情を聞いて来た訳だが、そろそろ悪い影響が出ていないかと
　　　　　少々心配になってね。

橘　　　　そりゃどうも。

バニラ　　柏田ちゃん、何で心配してくれるの、私達だけに事情を聞いているなら、
　　　　　こっちにそんな影響なんて出る訳ないじゃないの。


　　　　　　　　鈴の音。
　　　　　　　　瀬莉菜が戻って来る。


バニラ　　瀬莉菜ちゃん。

瀬莉菜　　飲みたい気分だから戻ってきちゃった。（橘に気付き）げっ。

橘　　　　社長様に向かって、ゲはないだろ。

瀬莉菜　　もういいわよ、さっきの事なら。いい事あったから。

橘　　　　なに？

瀬莉菜　　仕事の事。帰りに携帯鳴るじゃない？急きょ商品を卸して欲しいって、前に
　　　　　商談に行った雑貨屋さんから、あった訳よ。直行して納品したら、そしたら
　　　　　ねー、聞いて聞いて！こういう機会って、私だってチャンスだから何とかし 
　　　　　たいじゃない？それでうんと粘ったら、何と、定期的な契約結ぶのに成功し
　　　　　ちゃったの！（と一気にまくしたてる。以下、セリフは全て大袈裟な位に）

橘　　　　納品した？お前、出てったきり戻って来なかったじゃないか。

瀬莉菜　　バカねえ？小っちゃな物は、私いつも持ち歩いてるわよ？だっていつどこで
　　　　　　商談に持ち込めるか分かんないじゃない。とりあえず20個置いて来ちゃった。

橘　　　　お前、考えてんだな・・・いやあ、おめでと。

瀬莉菜　　まだよ。続きがあるの。私が契約した雑貨屋、どこだと思う？「ケチャ屋
　　　　　本店」。

バニラ　　ああ、あのエスニック雑貨屋さん？嘘、瀬莉菜ちゃんが作った小物、あの
　　　　　店に並ぶの？

瀬莉菜　　そうよん♪あそこは全国に８店舗。小っちゃいながらもチェーン店だから、
　　　　　うまく行けば全国展開いけるかも！すごいでしょ。

橘　　　うまく行けばだろ。

瀬莉菜　　もう。夢は大きく持たなきゃ。稲山君の分も私、頑張るから。

橘　　　稲山、喜んだろ。

瀬莉菜　　あのまま会ってないからまだ知らないよお。

バニラ　　瀬莉菜ちゃん、今日は私のおごり。おめでとう。

瀬莉菜　　うっそ、マジ？

柏田　　　あのさ、お楽しみの所、悪いんだけど、

瀬莉菜　　かっしわっださーん♪一緒に飲もっ。

柏田　　　えっ。

瀬莉菜　　今日はいい日なんだもん、一緒に祝ってよ。

柏田　　　ちょ、ちょっと？

瀬莉菜　　そうだ、待ってて・・・これあげる。


　　　　　　　　瀬莉菜、鞄から、小物を取り出す。


瀬莉菜　　納めた商品の余り物で悪いんだけど、お祝いだから。

柏田　　　いや、しかし。

瀬莉菜　　固いこと言わないの。オリジナルなのよ、ケチャ屋でしか売らないから。

柏田　　　あ、ああ。（受け取る）

瀬莉菜　　２人にも後であげるね。

バニラ　　ありがと。

橘　　　　俺いいよ。

瀬莉菜　　えー？

柏田　　　申し訳ないが大事な話だ。今まで捜査を続けていたが、一向に進展がない。
　　　　　そこで、近隣・関係者の聞き込みをすでに開始している。君達の生活に影響
　　　　　が出る恐れもあるので、ご理解いただきたい。

橘　　　　お前、場をわきまえろよ。

柏田　　　少なくともこんな事を君達に告知するなんて、例外中の例外だ。感謝された
　　　　　い位だね。

バニラ　　だから？変わった事がないかってきいたのは。

柏田　　　そうだ。

バニラ　　もう、あったわよ。

柏田　　　え？

瀬莉菜　　そうよ、大変だったんだから。おかげでお弁当の売上ガタ落ち。

柏田　　　弁当？なんだそれは。

瀬莉菜　　知らないの？

柏田　　　知る訳ないだろう。

瀬莉菜　　だから、･･････。いいわよ、そんな事いちいち。それよりさ、言い
　　　　　たい事終わったんなら、お祝いしようよ。

柏田　　　君は事の重大さが分からないのか。

瀬莉菜　　わかってるよ。やな事あるかもしれないけど、やってくしかないよ、ここで
　　　　　働く為には。だから私はどんどん売場を広げていくの。まずは全国展開、
　　　　　瀬莉菜ちゃん、おめでとー！

柏田　　　君浮かれ過ぎなんじゃないのか？

瀬莉菜　　だって私がうまくいけば皆が助かってここも、持ち直すもん。

橘　　　　社長差し置いて断言するかなあ。

瀬莉菜　　うん、ここの運命は私が握ってるの。

橘　　　　そういう事にしてやるよ。

柏田　　　まあ今日はせいぜい楽しんで行けば？もう帰るから。

瀬莉菜　　えー、帰っちゃうの？

柏田　　　明日も早いんだ。

瀬莉菜　　私だって仕事よ？


　　　　　　　　鈴の音。
　　　　　　　　萩、現われる。


萩 ちょっと早かったですか？

バニラ　　いらっしゃい、まだ開店前だけどいいわよ、こんなに人が集まっているから。

柏田　　君、彼らはこれから身内のパーティーだそうだ。

萩　　　　そうなんですか？

橘　　　　それほどの事じゃ。

柏田　　　君も今日の所は帰った方がいい。

バニラ　　いいのよ、混ざって頂戴。

萩　　　　いいえ、今日は遠慮しておきます。

バニラ　　そう？

萩　　また来ますね。


　　　　　　　　柏田、萩、出ていく。


バニラ　　帰しちゃう事ないのに。柏田ちゃん何しに来たのかしら。

橘　　　　この土地がいわくつきだって周りにいいふらす事を宣言しに来たんだろ。

バニラ　　何だっていいわよ。瀬莉菜ちゃん、きちんとお祝いしよ。

瀬莉菜　　はーい！

橘　　　　じゃあ、えー、瀬莉菜、よく頑張った、何て言うか、頑張れ。

バニラ　　瀬莉菜ちゃん、おめでと。

瀬莉菜　　ありがとー！かんぱーい！！


　　　　　　　　３人、乾杯する。
　　　　　　　　一気に飲み干す瀬莉菜。


瀬莉菜　　イエーイ！！

橘　　　　お前大丈夫か？

瀬莉菜　　やっだもー私、これでもお酒強いのよお？もう一杯一気しちゃおうかなー、
　　　　　なんーて･･･、


　　　　　　　　急にうなだれる瀬莉菜。泣き出す。


橘　　　　･･･酔ってるよ。

バニラ　　瀬莉菜ちゃん、どうしたの。

瀬莉菜　　（首をぶんぶん振る）

橘　　　　水飲むか、水。

瀬莉菜　　違うの。

橘 え。

瀬莉菜　　契約決まった時の話、本当は昨日の事なの。皆を驚かそうと思ってタイミン
　　　　　グ計ってたんだけど、今言わなきゃって思って、言っちゃった、言っちゃっ
　　　　　たよう。

橘　　　　ほら、バニラもお祝いしてくれるだろ。何だ、稲山が居ないからか？

瀬莉菜　　やっだー違うわよもー！（再び泣き出す）私、契約決まって、本当に、
　　　　　　すごく、嬉しかったの・・ごちそうさま。


　　　　　　　　瀬莉菜、走り去る。 

バニラ　　よっぽど嬉しいのねえ。

橘　　　　うれし「かった」・・・あいつ何で過去形なんだ・・？　


暗転。


｛４｝

                  オフィス。電話が鳴る。
                  稲山、取る。
稲山    はい、橘グリーン・フード・ソーイングです。・・もしもし？
                  電話を切る稲山、料理の本を読みながら暇を潰す。
                  橘、入って来る。
橘    ただいま。

稲山  おかえりなさい、鉢植えどうでした？

橘    まかせろって、遠くまで行って屋台方式で売って来た。

稲山  よかったあ。

橘    俺にもコネくらいあるし、何とかするよ。
稲山  近所は噂でもちきりですよ、さっきだって無言電話掛かってくるし、これじゃ

      開店休業ですよ。
橘    まあなあ。
稲山  何十年も前の事なのに。

橘    何にもないって言ってんだろ。

稲山  はい、そうでした。

橘    初耳に時効はないの。

稲山  スウィーティーは大丈夫でしょうか。

橘    夜の客層は違うからなあ。昔の客とか呼びだしてるらしいし。その辺バニラは

      強いよな。

稲山  ・・そろそろお昼作りましょうか。

橘    そっか、もうそんな時間か。じゃあ、焼肉弁一つ。

稲山  チャーハン食べて下さい。

橘    えー？

稲山  ごはん余っちゃってしょうがないんですよ。

橘    きのうはハムピラフ食べたのに？

稲山  良かったですね、今日は中華で。

橘    瀬莉菜にはまともなもの食べさせてやれよ。

稲山  僕の作った物はいつだってまともですよ？

橘    だからー、

稲山  わかってます。もちろんそうしますから。

橘    あいつが不良品つくるなんてなあ、契約決まってあんなに喜んでたのに。

稲山  そうですね。彼女でもそんなミスするんだ、僕も本当はあの時痛んだものを
      客に食べさせたのかもしれません。

橘    稲山。

稲山  絶対の自信はかえって良くないっていう事です、僕も反省します。

稲山  瀬莉菜にはそんな事言うなよ、あいつ元気な振りしてるけど、かなりヘコんで

      るはずだから。

稲山  もう一週間になるけど、ずーっとカラ元気なままですね、大丈夫かなあ。

橘    その辺はお前に任せるよ。

稲山  何でですか。

橘    何でって、なんでかなー。

稲山  はい？

                  瀬莉菜、戻ってくる。

瀬莉菜  ただいまー。

稲山    どうだった、スーパーのテナント。

瀬莉菜  試しに店に置いてくれるって。契約はそれから。

稲山    よかったね、今お昼作るから待ってて。

瀬莉菜  私チャーハンでいいよ。

稲山    何で。

稲山    どうせ注文少なかったんでしょ、ごはん余ってるだろうから。

稲山    そっか、ごめんね。

瀬莉菜  お互い様お互い様。とにかく頑張らなくちゃ。

稲山    あれ、橘さん、どこ行くんですか。

橘      えっ。

瀬莉菜  やめてよね、そういう変な気、利かすの。

橘      いや別に。

                  電話。すぐ切れる。

稲山    まいったなあ。

瀬莉菜  電話線抜いちゃえば？

橘      商売の電話も来るからダメ。

稲山    ２人とも、外勤多いから、知らないと思うけど、セールスが掛かって来るん

        です、失礼ですよ、あれ。

橘      どんな。

稲山    この土地を売りませんかって。

橘      ごっついなあ、それ。まあここ、立地条件は、けっこういいもんな。

稲山    他には、安い土地の紹介とか・・僕達が引っ越し出来ずに困っているとでも
        思っているんでしょうか。

橘      事実、困ってるもんなあ。
稲山    橘さん。

橘      お前らに給料いよいよ払えなくなったら、ここ、出てっていいぞ。

瀬莉菜  だめよ。

橘      瀬莉菜。

瀬莉菜  私、ここ、辞めたくないもん。

稲山    僕もです。食べてくれるお客さんが、まだいるんですから。

瀬莉菜  給料もらえなくていいよ。ここで働く。

橘      アホ。それは働いているとは言わないだろ、学園祭の模擬店じゃあるまいし

        裁縫ごっこやっていたいから、ここで遊ばせてって言ってるのと同じだぞ、
        稲山、お前もだ、客の気持ちどうこう言う前に、客の数増やす事を第一に
        考えろ、友達呼んで飯食わすのとは訳が違うんだから。

瀬莉菜  ひどーい、ちょっとは感動してよう。

橘      感動で腹一杯になるなら、いくらでも感動してやるよ。

稲山    そうだ！唐揚げチャーハンにしましょうか。

橘      おまえは・・。あ、俺の４個揚げて。

稲山    売値一個95円なんですけどねー。いいですよ。

                  稲山、厨房へ消える。
                  瀬莉菜、橘をじっと見る。

瀬莉菜  ・・・橘さん。
橘      ん？

瀬莉菜  何があっても、驚かないでね。

橘      は？

瀬莉菜  多分今日だ。

橘      何。

瀬莉菜  ちょっと恐いけど。

橘      だから。

瀬莉菜  あの、その時は、手、握ってて欲しいんだ。

橘      はあ？

瀬莉菜  あなたに一切その手の感情はないから、むしろ眼中に無いくらいだから、
        意識せず気がね無く握ってね。

橘      何かやな感じ。なんなんだよ。

瀬莉菜  お昼の１時になったら、

橘      もう１時だよ。

瀬莉菜  やだ、どうしよう。

橘      そんな事言われても。

                  萩、訪ねて来る。

萩      こんにちはー！

橘      あー、こんにち・・わっ？

                  瀬莉菜、橘の手をそれと分からないように握る。

瀬莉菜  おそーい。

萩      ごめんなさい、でもびっくりしちゃった。速達でお手紙来るんですもの。

瀬莉菜  連絡方法なかったから、雑誌の編集部に送っちゃった。迷惑かかった？

萩      いいえ。ファンレターだと思われて私には好都合です。それで、何が見られ

        るんですか。

橘      手紙出したのか。

瀬莉菜  うん、最近来ないから、ぜひ見てほしいものがあって。

萩      何でしょう。

瀬莉菜  頑張る稲山君見てほしくて。今は私達の為にランチ作ってくれてるんだけど。

萩      へえ。

瀬莉菜  彼、随分苦労したから。

萩      本当、大変だったんですよね、保健所の検査って、厳しいんでしょう。

瀬莉菜  食中毒からまれちゃうとね・・ハンパじゃなかった。

萩      稲山さん、その時、どうしてました？

瀬莉菜  ・・・知りたいんだ。

萩      えっ。

瀬莉菜  やせ我慢してたよ、全然平気って顔してた。

萩      そうですか。

瀬莉菜  ありきたりの反応でごめんね。

萩      あの。

瀬莉菜  最近来客が少なくって。あなたとも一週間ぶりかな、刑事さんも姿見せなく

        なっちゃって・・今日あたり、そろそろ来るのかなあ。

萩      さあ。

                  稲山、厨房から顔を出す。

稲山    あれ、誰か来てるの。

稲山    あ、沢木萩さん、こんにちは。

萩      こんにちは。

稲山    なんだ、いらっしゃるなら、お昼用意したのに。そうだ、今から作りますね、

        分量ふやすだけですから。

萩      そんな。

稲山    もうお昼済ませちゃいました？

萩      いいえ。

稲山    ならいいじゃないですか、ちょうどごはん余ってて。食べてってくださいよ。

萩      ・・・はい。
                  稲山、再び厨房へ消える。
瀬莉菜  あれでけっこう、まともなもの作るのよ。

萩      へえ・・。

瀬莉菜  ずっと頑張ってたから。ここに来てから、・・ずっと。

萩      （にっこりと）頑張り屋さんなんですね。

橘      痛でででで！

                  橘の手を思いきり握りしめる瀬莉菜、我にかえり、手を離す。

瀬莉菜  やだーどうしたの？おなか痛いの？

橘      なぜか激痛が。

瀬莉菜  神経痛じゃない？

橘      こいつ・・。

柏田の声    失礼。

                  柏田、現われる。

橘      昼飯時に来るなよ。

柏田    君達、大丈夫か、いろいろ嫌がらせを受けているようだが。

瀬莉菜  あんたが事情聴取あちこちでしまくるからこんな事になってんじゃないの、

        何とかしてよ。

柏田    相手が特定出来なければどうしようもない。今日来たのはその事ではない。

        重要な話だ。

瀬莉菜  何。

柏田    君に用はない。今日は・・ひとりか、まあいい。橘辰樹、君に話がある。

橘      儲かる話だろうな。

柏田    山室夫人をはねた車の運転手についてだ。

橘      ！！

柏田    運転手の名は杉田聡一。彼は執行猶予の身で失踪している。

橘      どうせ引っ越したんだろ。

柏田    行方が分からなければ事実上の失踪だ。彼がなぜ、姿を消す事になったか、

        君に分かるか？

橘      さあな。

                  稲山、厨房から出てくる。

稲山    あれ？また誰か・・なんだ、柏田さんか。

柏田    せっかくだから、君にも聞いてもらおう。大事な話だ。

稲山    でも。

柏田    そこを動くな。

稲山    ・・・はい。

柏田    私が山室和生にある種の疑惑を感じている事はご存じかと思う。夫人を殺害

        せしめ、保険金によって土地を購入したのではないかという疑いだ。そして

        もう一つ、君達の誰かは、全て知りながら遺産目当てで山室に近づき、この

        土地を手に入れたのだという疑い。山室亡き今、全てが憶測に過ぎず、何の

        進展もなかった。私は運転手・杉田総一氏の事情を聞くべく八方手を尽くし

        たが、完全に行方知れずだ。それは何を意味するのか。

橘      もったいぶるなよ。

柏田    君以外の人間にも理解しやすいように、順を追って話をしているんだ。

橘      ちっ。

                  自分の手を握りしめている瀬莉菜。
                  橘、気付く。

橘      あーちょっと待って、はい、はい、はい。

                  と、瀬莉菜を稲山の所まで連れて行き、
                  手を繋がせる。
稲山    な、何ですう？

橘      いやあ、わかんないんだけどさ、何となく。

稲山    やだなあこんな所で、恥ずかしいっスよ・・、

                  稲山、瀬莉菜の表情に気付き、黙って手を繋いでやる。
柏田    真面目に聞いているのか。

橘      聞いててやるから、続けろ。

柏田    山室には、新たな容疑が掛けられた。

橘      ・・・・・・。

柏田    運転手・杉田総一の殺害容疑だ。

橘      お前人間歪んでるぞ。

柏田    山室が杉田を使って夫人を殺害、後に、運転中に起こしたという持病の発作

        を理由に、杉田は実刑を間逃れる。おそらく杉田は、山室に殺人の依頼料を

        請求したのだろう。それも、約束の金額よりも高い額を要求したに違いない。

        山室は恐れた。もしも今、金を渡したとしても、きっとこれからも、ゆすら

        れ続けるに違いない。思い余った山室は・・・、

橘      お前よくそこまで憶測でものが言えるよな。本でも出したらどうだ？おっちゃ

        んは、奥さんを殺すような人じゃないんだ、俺には分かるんだよ。

柏田    なら、その言葉を信じよう。

橘      え。

柏田    山室は愛妻家で夫人をとても大切にしていた。それなら夫人殺害の疑惑は無

        くなる。これでいいか。

橘      ・・・おい。

柏田    なら尚更だ、愛する夫人を事故という形で失った山室は、どんな事情であれ

        杉田総一を許す事ができなかった。・・だとしたら？

橘      ・・・・・・。

柏田    山室が夫人を金目当てで殺そうが、夫人を心から愛していようが、いずれに

        しても彼女をはねた運転手・杉田総一は、殺されてもおかしくない立場に
        立たされたはずだ。

橘      ・・・・・・。

柏田    どうした、なぜ黙っている。

橘      ・・・・・・。

柏田    そうだ！君は知っていた。旧スナック・スウィーティーで山室が漏らした
        懺悔の言葉を、君は、確かに聞いたんだ！

稲山    痛だだだだ！

                  全員、稲山を見る。
                  稲山の手を思いきり握りしめている瀬莉菜。

瀬莉菜  ・・・いい加減にして。

柏田    何だって？

瀬莉菜  いい加減にしてって言ってるの！

柏田    君にも容疑が掛けられているんだぞ。いきさつを知りつつここで働いていた

        という疑惑が。

瀬莉菜  だから何なの？だったらどうだっていうのよ！

柏田    君。

瀬莉菜  あんたにこの店の邪魔をする資格がどこにあるのよ！

柏田    はあ？君、何言ってんの？

                  瀬莉菜、柏田に向かって突進。
                  慌てて止める橘。

橘      瀬莉菜？落ち着け、落ち着けってば。

瀬莉菜  あんたも馬鹿よ！こんな奴にだまされてるなんて！

橘      えっ。

瀬莉菜  スウィーティーでの初めての事情聴取の時話してた内容、私、沢木さんから

        聞いた。このひと途中から席を外してたんでしょう、どうしてそれからの
        事まで知ってたの？

萩      それは私がいけなかったんです。あまりに失礼な話で、一度席を立ちました

        が、続きがどうしても知りたくなって、柏田さんにしつこく聞いたんです。

瀬莉菜  でしょうね。あなたは面白いお話を集めたいんだから。だから、聞かずには
        いられなかったの。でも、おかしいじゃない、誰も話していない稲山くんの

        保健所騒ぎ、（柏田に）彼女が知ってて、どうしてあなたが知らないの？

柏田    ・・・・・・。

瀬莉菜  あの騒ぎの頃、彼女はここへは来なかった。だから知ってるはずないのよ。
        検査は数人が出入りする程度で、近所の人達も気付かなかった。なのに、
        沢木さんは知っていたの。・・なぜかって？全部柏田さんから聞いたからよ！

        でも２人は口裏を合わせなかった。とってもイージーなミスだわ、だって
        この件に関して、柏田さんは無関係じゃなきゃ意味ないもん。橘さんの事件

        とは、何の関係もない事だから、このひとは知らんぷり通すしかないの、
        稲山君が勝手に自滅してくれなきゃ困るの、なぜなら、

柏田    君、いいかげんに、

瀬莉菜  噂を流したのも保健所を呼んだのも、あなただからよ！

全員    ！！

柏田    ・・君、自分で何を言っているのか分かっているのか。

瀬莉菜  柏田さん、覚えてる？初めてあなたに会った時、私、あなたが刑事だなんて

        信じなかったの。

柏田    そうだったね。

瀬莉菜  稲山君、思い出して。私達、どうして柏田さんが刑事だと思う様になったの。

稲山    それは、沢木萩さんが。

瀬莉菜  警察手帳を本物だって彼女が言ったから、私達、信用したの。

萩      以前も言いましたけど、私は本物を何度も、

瀬莉菜  そんな言葉、第三者だからって、何の証拠にもならないじゃない。・・私達、

        もっと早く気付くべきだったの、この２人がグルだって！

橘      瀬莉菜。

瀬莉菜  おかしいと思っていたの、だって刑事とマンガ家が偶然ここで会って、必ず

        同じ日に一緒にいて、２人の間で私達の情報が、筒抜けになってる。おかし

        いもん、絶対におかしい。

柏田    君の気持ちはわかるが、それは君の素人推理であって、私としては、非常に

        不愉快に思うよ。第一、物的証拠が何一つない。何なら手帳をもう一度出そ

        うか。もっとも、やはりこのマンガ家が同じ事を言うだけだろうが。

瀬莉菜  やっと来た。

柏田    は？

瀬莉菜  物的証拠ならあるわよ。・・・これ。

                  瀬莉菜、机の中から小物を取り出す。

瀬莉菜  前にこれと同じ物をあなたにあげたわよね。私、この商品の事で、ケチャ屋

        との契約、おじゃんになっちゃったの、客からのクレームでね。

柏田    それは残念だったね。

瀬莉菜  個人って弱いわ、一個不良品出せば、すぐ契約破棄なんだもん、見て、これ、

        ここん所、縫い方が甘かったみたい、ほつれちゃって。とても使えないわね、

        そりゃ先方も怒るわよ。

柏田    まあ、以後、気を付けることだな。

瀬莉菜  ・・・これ、あなたのでしょ。

柏田    は？私のは、ここにあるよ。（と懐から出す）

瀬莉菜  まず、私があげた方を壊す。次にケチャ屋で同じ物を買い、それから店に、

        文句を言う。あなたは買った方を大事に持ってさえいれば、私は、赤の他人

        からのクレームで、仕事を干されちゃった事になるもんね、どう？

柏田    それさえも憶測だ。見ろ、同じ商品じゃないか。

瀬莉菜  買った方を壊さなかったから。

柏田    え。

瀬莉菜  クレームの内容はね、お客さんから、こんなひどい手縫いは初めてだって言

        われたんだって。・・卸した20個は、ミシン縫いなのにね。手で縫ったのは、

        あなたにあげた、一個だけなのよ。

柏田    ・・・・・・。

瀬莉菜  見た目は同じでも、これはすぐ壊れるように、いい加減に縫ったの。もし
        壊れにくくても買った方を壊していたら、証拠なんて残らなかったのにね。

        あなた、ラクしちゃったの、大事な事なのに。

柏田    ・・・・・・。

瀬莉菜  ・・あなたのそれ、きちんと見せてくれる？それがもし、ミシン縫いじゃな

        かったら、前言撤回して、責任取る。・・・見せて。

柏田    君、失礼じゃないか。

瀬莉菜  いいから見せなさいよ！

                  瀬莉菜、柏田から小物を取り上げようとする。
                  柏田、思わず瀬莉菜を突き飛ばす。
                  橘・稲山、駆け寄ろうとする。

瀬莉菜  痛ったあ・・大丈夫、来ないで。最後まで言わせてね。

稲山    瀬莉菜さん・・。

橘      ・・分かった。

瀬莉菜  ・・・柏田さん。

柏田    ・・・・・・。

瀬莉菜  もう、ぶっちゃけない？

柏田    ・・・・・・。

瀬莉菜  もう沢山なの、こういうの、もうやなの。あなた、刑事じゃないんでしょ、

        沢木さんは、あなたの正体知ってて、くっついているんでしょ。他の色んな
        事、やな事されたけど、私、どうする事も出来無いから・・私に出来るのは

        あなたがニセ刑事だって証拠を掴む事だけなの。お願い、言って。

柏田    ・・・・・・。

瀬莉菜  本当の事、言ってよ。あなた誰なの？・・お願いよ。じゃなきゃ私、大事な

        契約潰してまで、こんな事やった意味無いじゃないの。お願い、・・言って。

                  顔をくしゃくしゃにして泣き出す瀬莉菜。
                  間。

柏田    ・・・そうだ。僕は、刑事なんかじゃない。ただの不動産屋だ。この土地を

        手に入れたくて、弁当屋を潰す為デマを流した。君をここから追い出す為、

        嘘のクレームをつけた。橘社長が、手放したくなる様な、推理で脅した。
        ・・・君の言う通りさ。

稲山    ちくしょう！！

                  稲山、柏田に飛び掛かる。

稲山    お前は！！みんながどれだけ一生懸命やって来たか分かってるのか！毎日、

        毎日だよ！一から始めて！考えて！やり直して！一から！お前に何の権利が

        あって！・・お前は・・！！

                  稲山を止める事が出来ない橘と瀬莉菜。

瀬莉菜  どうしよう、キレちゃった、どうしよう！

橘      厨房に向かったら止めりゃいい。

                  柏田、稲山から逃げだし、外へ。
                  稲山、追って出る。

橘      俺も行くか。

瀬莉菜  えっ。

橘      取り調べしなきゃな。

                  橘も外へ消える。
                  残される、瀬莉菜と萩。

瀬莉菜  ・・どうする？帰る？

萩      ・・・え。
瀬莉菜  折角だから、見てけば、これからの事。

萩      ・・そうですね。まずは、彼がどんな目にあうのか、見てきます。

                  萩も外へ消える。

                              ｛５｝

                  その日の夜・スウィーティー。

                  大人しく座っている柏田と萩。

                  柏田は絆創膏だらけになっている。

                  橘・バニラが事情を聞いている。

バニラ  つまり？遠回しな、本っ当に遠回しな地上げ屋の真似だって言うの？

柏田    そうだ。

橘      なに偉そうにしてんだよ。

柏田    この土地に事件性を持たせれば客商売にはキツイもんね。だから刑事になり

        済ましたって訳。

柏田    何しろ君達はタダで土地を譲り受けたようなものだ、不安要因をチラ付かせ

        れば他所へ移る気になると思ったんだ。

橘      あのなあ、俺らはここを移る気なんてさらさら無かったんだよ。

バニラ  だから、さらなる事件的な脅しと、別方面からの営業妨害を始めたって事。

橘      でも、俺達はかえってムキなって意地でもここを守った。

柏田    まさか、あの彼女に見抜かれるとは思わなかった。

バニラ  あら、私も気付いてたわよ。

橘      嘘っ。

バニラ  証拠がないから様子見してただけ。瀬莉菜ちゃんあそこまでやるなんてね。

橘      その話。

バニラ  言わないわよ。彼女の手柄だもん。

橘      俺、立場ないなあ。

柏田    最後までだまされていたのは君と弁当屋だけか。

橘      今度はチョキで突くぞ。

                  鈴の音。

                  稲山と瀬莉菜が帰って来る。

                  稲山は手に包帯を巻いている。

バニラ  大丈夫？なにそれ。

瀬莉菜  腫れてるだけだって。

稲山    取り乱してすいません。

バニラ  壁でも殴ったの。

橘      おいおい、柏田、絆創膏だけで済んでるぞ。

バニラ  へなちょこおー。

瀬莉菜  もっと言ってやって。

稲山    あれ？何も出て無いんですね、お茶菓子出しましょうか。

瀬莉菜  勝手にキレて一人ですっきりしないの。

橘      菓子なんかいらねえよ、町内会じゃあるまいし。

瀬莉菜  あのさ、柏田さん。

柏田    なに。

瀬莉菜  なんでなの？

柏田    だから、・・この土地を手に入れる為に、

瀬莉菜  そうじゃなくて、どうしてここなの。

バニラ  そうね、犯罪スレスレの事までして、ここに執着する訳は、何なの。

稲山    ていうか犯罪ですよ。

橘      そういえば、いきなりここへ来る様になったのも、おかしな話だ。

柏田    いきなりではないんだ。話し合いは何度かあった。

橘      え。

柏田    僕は、土地の売買についての仕事を担当していた。ある依頼があった。大手

        電機メーカーの支店に適した物件を探す事。指定された地域で、最も適して

        いたのがこの土地だった。僕はこの仕事が成功したら、希望の部署への移動 

       を約束されていた。さっそく現地へ話し合いの為向かった。・・・そこに、

        山室和生氏がいた。

橘      おっちゃんが生きてた頃・・・。

柏田    代わりになる土地を用意し、転居をすすめた。しかし、頑として、聞き入れ

        られる事はなかった。

バニラ  あんたじゃないけど、奥さんの命で買った土地だからよ。

柏田    僕は、何度も何度も、足を運んだ。どうしても、この仕事を成功させたい。

        本当にやりたい仕事の出来る部署へ行きたい。でも、彼の態度は頑なだった。

        このままでは、希望の部署どころか、今の自分さえも危うい。それほど大き

        な仕事だったんだ。

橘      俺は、あんたに会わなかった。おっちゃんは何も言わなかった。

柏田    僕も彼も、他人に知られたくなかったからさ。君、訪ねてきて追い返された

        事は？

橘      ・・・・・・。

バニラ  だけど、山室ちゃんの答えはＮＯのまま。あなたがいくら情に訴えかけても 

       奥さんとあなたじゃ天秤にも掛からないわ。

柏田    今度は彼を調べた。彼はよそ者だ、先祖代々の土地でもないのに、何故そこ

        までこだわるのか、理解できなかった。調べた結果分かった事は、君達にも

        話したと思う。

橘      「君達にも」？おっちゃんに言ったのか？

柏田    言った、彼の過去について疑わしい事を、周りにいいふらすと何度告げても

        彼は適当にあしらうばかり・・、

                  橘、柏田の胸ぐらを掴む。

橘      お前、それを何回言ったんだ！何回だ！言え！

瀬莉菜  やめなよ。

橘      言った分殴らなきゃ気が済まないんだよ。

バニラ  あのひと生きてたらＧＯサイン出すけどね、もう無意味でしょ。

橘      ・・・・・・。（離す）

稲山    あの、それで。

柏田    ・・大きな仕事だった。上役も多少の圧力なら掛けてもいいと言ったんだ。

        僕は山室を追及した、・・いや、ゆすった。彼が、たった一つの出来事に、

        口をつぐんだからだ。・・空白の、２年について。

橘      ・・・・・・。

柏田    僕は、さらに彼に圧力を掛けた。彼は、やはり適当にあしらったまま、海外

        へ旅行に出てしまった。そして、

バニラ  森の中のバンジージャンプでまっさかさま。あの人らしい面白い死に方だっ 

       たわ。それで？だから今度は私達に揺さぶりをかけたの。

柏田    正確には、違う。

橘      え。

柏田    メーカー側はしびれを切らし、依頼を取り消した。・・・僕は間に合わなかっ

        た。会社側は、彼をゆすった事を理由に、僕を解雇した。

稲山    ・・それって。

瀬莉菜  いいのよ、自業自得よ。

柏田    過去をつついて追い出せと言ったのは上役だ。

瀬莉菜  従ったのは、あなたよ。

柏田    どうしてなんだ？どうして僕が会社を首になっても、手に入れられなかった

        土地を、あんたたちはのうのうと手に入れて、・・土地の価値を活かし切れ

        ない様な仕事を平気でしている。

バニラ  価値は持ち主が決めるものよ。

橘      ・・それが理由だっていうのか。

柏田    僕はやり直す為、けじめを付けようとここを訪れた。山室は天涯孤独の身だ、

        土地は国に持って行かれたものだと思っていた。

バニラ  そしたら私がクラブ・スウィーティーを開店していた。

柏田    転職先は、やはり不動産業だった。やっと、希望した仕事に就く事が出来た。

        だけど、許せなかった、どうしてもあんた達が、許せなかったんだ。

バニラ  だから、沢木萩ちゃんを仲間に引き入れて、２人でここを潰そうとした。

        ・・・あれ、何でマンガ家と組んだの。

瀬莉菜  きっと取材ね。

バニラ  え。

瀬莉菜  不動産屋に取材にきたのよ、そうでしょ。

萩      はい。彼はいいました。邪魔をしない事、話を合わせる事、その為に同じ日

        に行動して、情報を交換する事。それを守るなら、・・面白いものを見せて

        やると。

瀬莉菜  それで、お客の振りしてスウィーティーにやって来た。

萩      はい。

瀬莉菜  私ね、柏田さんよりも、あんたに一番頭きてんのよね。

萩      ・・・私ですか。

瀬莉菜  何なのその傍観者っぷりは。何が起こるか分かってた癖に黙って見てた。

        そりゃそうよね、あなたは実行犯じゃないもの。本当言うと私、誰よりもあ

        んたを吊るし上げにしてやりたいのよ。

稲山    瀬莉菜さん・・彼女は分かっていてやってる人だよ。

瀬莉菜  ・・・・・・。

稲山    昼間会った時、僕の事じっと見てた。何でかなと思ったけど、噂のせいで、

        仕事の減った僕が、どんな顔してるのか、知りたかったんだ。

萩      違います。

稲山    勿論心配もしてくれたんだと思います。でも、それよりも、これからどうな

        るかの方が大事だった、そうですよね。いろんな話、描かなきゃいけないか

        ら。分かりますよ、僕は先生の作品、欠かさず読んでましたから。

バニラ  今起きてる事もあなたにとっては全部ネタになるって事ね。

萩      何がいけないんですか。

バニラ  え。

萩      みんな、人の不幸や噂話や悪口好きな癖に、どうしてそれを集めるのはいけ

        ないんですか。傍観者がそんなにいけませんか。みんな、テレビで傍観者

        やってるじゃないですか。事件映像、チャンネル変えればバラエティーで、

        そんなもの平気で見てる癖に、私が目の前の事ただ見てるのがいけないと、

        どうして言えるんですか。

瀬莉菜  ムカつくからよ。理屈じゃないの。理解できないんだもの。

萩      描きたいものを描くためです。

瀬莉菜  描きたいもの・・？

萩      描きたいものを、好きに描けるマンガ家なんて、ごく一部です。売れセンの

        ストーリー、流行りの絵柄、いかにもなセリフ。売れないマンガ家に要求さ

        れるのは、そんな仕事です。中身をこなさなければ仕事がもらえない。分かっ

        ているけどこのままじゃ・・私、私の描きたいものが描きたい、だから・・。

瀬莉菜  だから、柏田さんは利用しがいがあった。

萩      そうです。柏田さんはもう一つのネタでしたから。彼がこうして暴かれた事

        は、私にとって、それはそれでラッキーな収穫でした。

瀬莉菜  （柏田に）だってさ。怒れないよねえ。

柏田    ・・・・・・。

稲山    沢木さん。

萩      何か。

稲山    先生はさっき、売れセンって言ったけど、いかにもなマンガばかりの雑誌で 

       僕はあなたの作品のファンになりました。たとえ、どんな形であっても、

        あなたの伝えたいコトバは必ず入っているんだと思います。

萩      ・・・・・・。

稲山    確かに、僕達、見て見ぬふりされると、つらいです。でも、見られちゃった

        ものは返してもらう訳にいきませんから、使ってください。僕は、もういい

        です。

瀬莉菜  甘いなあ。

稲山    そうですか？事実、どうしようもないじゃないですか。

瀬莉菜  まあね。

稲山    柏田さん。

柏田    え・・・。

稲山    あなたの、やりたかった仕事って、何ですか。

柏田    ・・・・・・。

稲山    どんな事しても、やりたかったんですよね、そして転職して、希望が叶った。

        ・・・何ですか。

柏田    ・・・アドバイザー・・。

稲山    どんな・・？

柏田    ・・・部屋を捜しにくる客に、一番ぴったりの物件を見つける仕事だよ。こ 

       んな事でも、僕にとっては、

稲山    よかったじゃないですか。

柏田    え。

稲山    アドバイザーになれて、よかったじゃないですか。

稲山    ・・・君。

稲山    ずっと続けられるといいですね。

柏田    ・・・・・・。

稲山    ・・・だから、もう、いいですよね。

柏田    ・・・・・・。（微かに頷く）

                  間。

バニラ  ・・・そろそろ開店準備したいんだけどさ。みんな客として飲んでくか、

        帰るかしてほしいんだけど、いいかな。

橘      バニラ？

バニラ  私らは、またガケップチで落っこちない様にふん踏ん張るだけよね。

稲山    そうですね。

バニラ  柏田ちゃん、飲み代のツケはきっちり払ってもらうからね。

柏田    ・・わかった。

                  橘の様子に気付く瀬莉菜。

瀬莉菜  橘さん？

橘      ・・なあ、本当か、柏田。

柏田    何が。

橘      おっちゃんが、２年間の事を話さなかったって、本当か。

柏田    ああ。

瀬莉菜  他人に話したくない事だってあると思うよ？

バニラ  もういいじゃない。結局何も無かったのよ。

橘      杉田って運転手の行方、本当に分からないのか。

バニラ  橘ちゃん。

柏田    詳しくは調べていないけど、過去住んでいた所には、もういなかった。

橘      探してくれ。

バニラ  ちょっと？

橘      本当に居なくなったのかどうか、探してくれないか。

バニラ  なに言ってんのよ、もういいでしょ、事実かどうかなんて。

橘      バニラはそれでいいかもしれないけど、俺は駄目だ。

バニラ  ・・・・・・。

橘      俺は、本当の事が知りたい。山室のおっちゃんが何もしていないって、本当

        にただの考えすぎだって、はっきりさせたいんだ。頼む、柏田、探してくれよ、

頼む！今すぐ！

バニラ  ・・橘ちゃん？

柏田    これでも調査は得意だ。手を尽くそう。

バニラ  待ちなさいよ。

                  ２人、出ていく。

                  暗転。

                  柏田、去る。

                           ｛６｝

橘      山室のおっちゃんは、自分にもしも何かあったら、この土地を頼むと言った。

        俺はいつだって、「その時は駐車場にしよう」だとか「アパートにして大家 

       　になる」だとか「売り払って遊んで暮らす」なんて言ってた。おっちゃんは

        大笑いした。でも、もし本当の事を言っても、おっちゃんはやはり笑い飛ば 

      　 しただろう。当時会社員だった俺にとって、手が掛かって、その癖当たり前

        に居座って、デリケートに図々しく生えている観葉植物の世話が、何だか

        嬉しかった。おっちゃんといて、嬉しかった。「大きくなったら、何になり

        たい？」もう一度聞かれたら、答えるつもりだった。・・一度でいい、伝え

        たかった。

                  明かりが戻る。

                  スウィーティーで待っている、橘・稲山・瀬莉菜・萩。

稲山    開店時間、とっくに過ぎちゃいましたね。

瀬莉菜  貸し切りのボード、下げてきたよ。

稲山    貸し切り料金、取られるかな。

瀬莉菜  やりそう。

萩      あのう。

橘      ・・・何。

萩      バニラさんの言った事は、もっともだと思います。もう、遠い昔の話なんで

        しょう。それを蒸し返すのは、どうなんでしょう。私が言える立場じゃあり

        ませんが、もう、終った事は、そっとしておいた方がいいんじゃないでしょ

        うか。

瀬莉菜  あんた、切り替え早くてやっぱムカつく。

稲山    瀬莉菜さん。

橘      柏田がやって来て、おっちゃんの事を知るうちに、確かめなきゃいけない事

        が出来てしまったんだ。・・俺だけは、知らなきゃいけない事が。

萩      橘さん、あなた、何が気がかりなんですか。

瀬莉菜  今度はあなたが刑事の真似事？

稲山    大事な事なんですか。

瀬莉菜  あんたまで。

橘      ・・・・・・。

稲山    だったら、橘さんが行くべきだったんじゃないですか。あなた自信で確かめ

        るべきじゃないんですか。

橘      説教？

稲山    いっいいえっ、そんなつもりじゃ。

瀬莉菜  引っ込めるくらいなら言わないの。

橘      ・・なあ、稲山。

稲山    はい？

橘      お前の印象で、おっちゃんて、どんな人だった？

稲山    ・・え・・そうですね、説教好きでしたね。僕よく、怒られました。スーパー

        で二の足踏んでた頃です。うっかり愚痴ったら、くどくど言われましたよ。

橘      瀬莉菜は。

瀬莉菜  スケベだったよお。でも、私が会社辞めるって言った時、応援してくれた。

        でもやっぱりスケベだった。

橘      そう。

瀬莉菜  ・・橘さん？

橘      ・・・あいつら、遅いな。

稲山    ・・そうですね。

                  間。

                  鈴の音。バニラ・柏田、帰って来る。

稲山    どうでした？

瀬莉菜  見つかった？

バニラ  うーん、まずね、最初の住所から、次の引っ越し先探したでしょ、それから

        柏田ちゃんの会社で、アパートや貸家の情報、全部洗った。不動産屋って、

        プライバシーの宝庫ね。

柏田    そうでなきゃ商売にならないからね。

瀬莉菜  やっぱりあんたムカつく。

稲山    瀬莉菜さん。

橘      それで。

バニラ  ・・・・・・。

柏田    途中でぷっつり跡絶えた。

橘      いつ。

バニラ  ・・・時期で言うなら、空白の２年間の、最後のほう。

橘      ・・・・・・。

バニラ  何よお、黙っちゃって。私達に出来るのがここまでってだけの話よ？探すの

        にも限界があるの。しょうがないのよ。

柏田    僕なりに精一杯やったんだけどね。

バニラ  そうよ、ね、もういいじゃない。私は山室ちゃんがどんな人だったとしても

        ずっと好きよ？

橘      それは、ぼかしたいだけだろう。

バニラ  そうかもね。でも、それもアリなんじゃないの。

橘      確かにね。・・・でも、駄目なんだ。

バニラ  ・・・・・・。

橘      俺だってわからないまま、ぼかしたいよ。でも、駄目なんだ。もう一度探し

        てくれよ。

瀬莉菜  これ以上みんなを巻き込んじゃだめよ。

稲山    色々ありすぎたから、考えすぎですよ。

バニラ  ・・待って・・・。あなた、何を聞いたの。

橘      ・・・・・・。

バニラ  山室ちゃんから、何を聞いたの。

萩      話すべきだと思います。

瀬莉菜  あんたは聞きたいだけでしょ。

稲山    橘さん。

橘      ・・え・・いや、そういうんじゃないんだ、えっと、ほら、おっちゃんって

        よくデタラメな事言うだろ、俺も、はっきり、聞き取った訳じゃないし、

        おっちゃんすぐ酔っ払じゃないか。ただの寝言だったんだ、悪い、俺、やっ

        ぱ、気にし過ぎだった。うん、いいよ、本当ごめん、面倒かけて。ありがと、

        もういいよ。

バニラ  でも、あなたは聞いちゃったのね。

橘      ・・・・・・。

バニラ  話してくれる。

橘      ・・・・・・。

バニラ  山室ちゃんの事、一生疑う気？

橘      俺は疑ってなんかいない。

バニラ  なら、話して。

　　　　　　　　　間。

橘      ・・・最後の旅に出る少し前、おっちゃん酔い潰れちゃって、多分、柏田の

        せいだ。柏田が、おっちゃんゆすったりするから・・・。

バニラ  何を聞いたの。

橘      ブツブツ言ってた。

バニラ  何て。

橘      ・・・あいつが、・・・

バニラ 　 誰？

橘      ・・運転手が、憎かったって。

バニラ 　それで。

橘      ・・同じ事を、・・したって・・。

バニラ  　それで。

橘      ・・・・・・。

バニラ  言いなさい。

橘      途切れ途切れだった。・・「温室の裏」・・「ポプラ」・・・。

バニラ  　ポプラ？

橘      ・・・・・・。

バニラ  　橘君！

橘      ・・・「埋めた」

全員    ！！

橘      俺が聞いたのはこれだけだ！おっちゃん夢を見たんだよ、寝惚けていたんだ！

        意味なんて無いんだよ！

バニラ  確かめましょう。

橘      バニラ！

バニラ  　確かめなきゃ。

橘      バニラ言ったじゃないか、どっちでもいいって！本当の事なんて、どうだっ

        ていいって！

バニラ 　 もう事情が変わったの。

橘      どうして。

バニラ  　分からないの！？現実が目の前にあるのよ！あなたどうして黙っていたの！

        忘れていい問題じゃないでしょ！？

橘      何にも出てきやしないよ！

バニラ  　それをはっきりさせるのよ。

橘      俺は行かない、無駄足に決まってる。

バニラ  そう・・・私が確かめる。スコップはどこ？

橘      ・・・・・・。

稲山    温室のわきの倉庫です。

橘      稲山！

稲山    死体が埋まったままかもしれないんですよ、僕も行きます。

バニラ  誰も来ないで。私ひとりで確かめたいの。

                  バニラ、出て行く。

瀬莉菜  ・・信じられない。

稲山    山室さんが。

橘      違うよ、バニラ真に受け過ぎなんだ。

柏田    土地を売ろうとしなかったのは、こういう訳だったのか。山室は暴かれる

        のを、恐れたんだ。

橘      違うって言ってんだろ！

萩      落ち着いて下さい。

橘      何だよお前、面白いか、この話は面白いか。

稲山    橘さん。

橘      今度の連載は何だよマンガ家さん。俺達の事か。俺達の事パクッてメジャー 

       になりたいってか？

萩      あなたが取り乱せば私が得をするだけですよ。

橘      黙れ！

柏田    いい加減にしないか。そんなに気になるなら君も行けばいいだろう。ポプラ

        の下を掘り返す権利は、彼女と君にしかないんだ。

橘      何も出て来ないから無駄だって言ったろ。

柏田    無駄な事を証明すればいいだろう。

橘      必要ないね。

柏田    彼女がたったひとりで確かめようとしているのにか。

橘      バニラは初めからおっちゃんを信じてなんかいなったんだよ。

瀬莉菜  最低、それ、一番言っちゃいけない事なんじゃないの？

橘      俺が気に入らないのか、だったらいいよ、こんな所辞めちまえよ！

稲山    橘さん！

橘      ・・・・・・。

稲山    どうしてそんなに恐がるんですか。

橘      ・・・え。

稲山    山室さんを信じているんでしょう？

橘      ・・・・・・。

                          間。

                          鈴の音。

                          バニラが駆け込んで来て、止まる。

稲山    ・・・バニラさん。

バニラ  ・・・・・・。

柏田    どうした。

バニラ  ・・・何か、当たった。

柏田    え？

バニラ  スコップの先に、何か、硬いものが、当たった。

橘      石ころだよ。

バニラ  違うの、金属なの、何か、大きな、缶みたいな・・・、

柏田    中を見たのか。

バニラ  見てない、ただ、金属が、当たっただけ。

柏田    だったらもっと深く掘らなきゃ。

バニラ  駄目よお！！出来ない・・・私、もう出来ない。

稲山    行きましょう。

バニラ  駄目！誰も近づかないで！誰も、あそこには、近づかないで・・・！

柏田    警察を呼ぼう。

バニラ  え・・・。

橘      何言ってんだよ。

バニラ  ・・・そうね・・呼ばなきゃ・・そうしなきゃ・・。

橘      駄目だ！

稲山    それしかないでしょう。

瀬莉菜  バニラさん、電話、どこに移した？

バニラ  ・・・あっち・・。

稲山    わかりました。

橘      やめろ！

                  稲山、電話のある所へ行こうとする。

                  橘、稲山を止めようと、もみくちゃになる。

                  柏田、橘を羽交い締めにする。

橘      離せ！やめろ！何も出てきやしないんだ！稲山！頼む、やめてくれ！やめろ！

        ・・・やめろーっ！！

                  突然、真暗になる。

                  しばしの、間。

                  まっくらな中で浮かび上がる、橘のモノローグ。

橘      パトカーが来た。それは、真暗な中、うるさいくらいに赤く点滅していた。

        警察官達によって掘り起こされたそれは、確かに金属性の、箱だった。

        ただ、大きさは、50センチ四方に過ぎず、かえって俺達は、混乱した。

        中から、思いがけない物が出てきた。奥さんの顔写真を見たことのある

        柏田が、首をかしげた。

        ・・・誰も知らない女の人と、若い頃のおっちゃんのスナップ写真が大量に

        仕舞い込まれていたのだ。

本物の警察は、違った。すぐにその女性を捜し当てた。現在女性は観光地の

        土産物屋を、夫婦で切り盛りしていた。

        埋められたのは、旅先での、彼女と暮らした日々だった。

        おっちゃんは、観光地の土産物屋になる覚悟が出来ず、突然姿を消して、

        彼女を独りぼっちにしてしまった。あの運転手が、おっちゃんを独りぼっち

        にしてしまった様に。

空白の２年は、運転手を憎み切れなかった理由でもある。

おっちゃんは土地を手に入れ、植木屋になった。奥さんと一緒にするはずだっ

        た観葉植物の手入れを毎日、続けた。・・・ただ、それだけの事だったのだ。

        俺はおっちゃんを信じていた。その証拠が心の中に、あると思った。

        だが、形が無ければ、無いも一緒だ。なぜなら俺は、・・・最後の最後で、

        山室のおっちゃんを、疑ってしまったのだから。

                  現われるバニラ。

                  缶を手にしている。

                  火をつけるジェスチャー。缶の中が、ぱっと明るくなる。

                  いつまでも見ている２人。

                                ｛７｝

                  庭先の門。

                  萩を見送る稲山。

萩      でも、私は間違っていませんから。

稲山    あなたにとってそうだったら、やっぱりそうなんだと思います。

萩      連載始まったら、読んで下さいね。

稲山    雑誌移ってからの最近の読み切りも、ちゃんと読んでますよ、ムチムチ・ラ

        イフマガジン買って。

萩      そうだったんですか、ありがとうございます。

稲山    何を描いていても、あなたの作品、読みたいんです。

萩      目標達成する頃には、飽きられちゃうかも。

稲山    いいえ。それまで、ずっと応援しています。これからも買いますから、ムチ

        ムチ・ライフマガジン。

萩      じゃあ、またいつか。

稲山    ムチムチ・ライフマガジン、頑張って下さい。

                  萩、一礼、歩き出す。

稲山    絶対買います、ムチムチ〓ライフマガジン！

萩      その名前連呼しないでください。

                  萩、去る。

                  瀬莉菜、顔を出す。

瀬莉菜  何やってんの、配達遅れちゃうよ。

稲山    あ、そっか、時間だ。

瀬莉菜  マンガ家、帰った？

稲山    担当と早速打ち合わせだって。

瀬莉菜  ほんとうにパクられちゃうのかな、私達の事。

稲山    それならそれで、読んでみたくない？
瀬莉菜  嬉しそうね。

稲山    そりゃもう。

瀬莉菜  ふーん。

稲山    そうだ、新メニュー考えたんだけど、戻ったら味見してくれないかなあ。

瀬莉菜  私でいいの。

稲山    勿論です、みんなで食べましょう。

瀬莉菜  ふーん。

稲山    ・・・どうしたんですか。

瀬莉菜  時計。

稲山    （見る）あーっ！じゃ、瀬莉菜さん、行ってきます！

瀬莉菜  はいはい。

                  稲山、去る。

瀬莉菜  バニラさーん、どう思う？

                  バニラ、現われる。

バニラ  どうしようもないわね。

瀬莉菜  そんなあ。

バニラ  服でも縫ってあげたら？

瀬莉菜  でも、作ると売ること先に考えちゃうのよねえ。

バニラ  たまには裁縫から離れてみたら？

瀬莉菜  向こうがご飯の事ばかり考えてるのにシャクじゃない。

バニラ  じゃあズルズルやってく事ね。

瀬莉菜  （ため息）それもアリよね。私、戻る。

                  瀬莉菜、去る。

                  橘と柏田、現われる。

橘      稲山がすごい勢いで走ってったけど。

バニラ  お弁当の配達。

柏田    あの彼女も別な勢いで歩いて行ったけど。

バニラ  色々あるんじゃない？

柏田    大山鳴動して鼠一匹か。

橘      お前がいうな。

バニラ  ねずみじゃなかったけどね。

柏田    運転手、とんでもなく遠くに住んでたな。

バニラ  見つかる訳ないよね、パチンコ屋の住み込みじゃ。

柏田    結局彼も、独りぼっちか。

バニラ  事故って恐いね、全部壊しちゃう、家庭さえも。

橘      もう十分償ったよな。

バニラ  そうね。

橘      ・・でも、そう思えるのは、おっちゃんと俺が、どこまでいっても他人だか

        らなのかも。

バニラ  ・・・私ちょっと悔しいな。奥さんの他にも想っていた人がいたなんて。

橘      え、じゃあ、バニラ、まだ。

バニラ  違うわよ、遊んであげたつもりが遊ばれちゃったのが悔しいだけ。

橘      ふーん。

柏田    ・・もうすぐかな。

橘      山室ちゃん、馬鹿ね。知っていれば独りじゃなかったのに。

柏田    僕が来たおかげで明らかになった事だ。

橘      お前が言うなって、いつまでいるんだよ、帰れよ。

柏田    マンガ家じゃないけど、見届けたくてね。

バニラ  ・・・来た、あの人じゃない？

                  花束を抱えた女・臼井和美が現われる。

和美    ・・・こんにちは。

バニラ  こんにちは。臼井和美さん？

和美    はい。

バニラ  どうぞ。

                  和美、一礼。門の所に花束を置く。

柏田    ここで死んだ訳じゃないんですけどね。

橘      うるさい。

バニラ  急な知らせで驚いたでしょう。

和美    気になさらないで下さい。

バニラ  お母様は？

和美    ・・・母は、来ません。母には今の父がいますから。

バニラ  そう。

和美    私の実の父は、母を捨てました。もう、お腹には私がいたのに、父は知らな

        かったそうです。もし、私の事を知っていたら、母と一緒に土産物屋さんに

        なっていたのかも、・・・でも。・・・ここが、母よりも大切な場所なんで

        すね。

橘      ・・・和美さん。

和美    私の和美って名前、父から取ったんです、母が、こっそり教えてくれました。

バニラ  そうなの。

和美    ・・正直、実感沸きませんね。実の父が存在していた事も、ここで暮らして

        いた事も。母は、私が物心つく前に、今の父と結婚しました。だから私に

        とっての父は、今の父なんです。

橘      そうでしょうね。

和美    実感が無いから、憎んではいません。でも、許せないと思います。許せない

        けど、・・・おかしいんです、私、最近まで、父の存在なんて知らなかった

        のに、何をしていた人なのか、知らなかったのに、・・私、今、花屋で働い

        ているんです。この花束、私が作ったんですよ。

全員    ・・・・・・。

                  和美、しばらく、温室（門の向こう・袖になる）を

                  じっと見つめている。

和美    じゃあ、私、帰ります。

橘      和美さん。

和美    はい。

橘      来て下さって、ありがとうございました。

和美    いいえ。・・・でも、良かった。

橘      ・・・え。

和美    最期に父は、孤独ではなかったんですね。

橘      ・・・・・・。

                  和美、深々と礼をして、去る。

                  間。

橘      （柏田に）何でそんな顔してんだよ、お前は関係ないだろう。

柏田    いや、ついうっかり。

バニラ  どうしてくれるのよ、本物の警察沙汰のお陰で、いよいよガケップチなんだ

        からね。

橘      稲山の弁当１年は買ってもらうぞ。

バニラ  いい加減帰って、顔も見たくない。

柏田    また来るよ、こんどパラパラ教えてくれないか。

バニラ  お客で？

柏田    ああ。

バニラ  あらまいど、待ってるわ、じゃね！

                  バニラ、去る。

橘      あの女。

柏田    それじゃ、失礼するよ。

橘      おー帰れ帰れ。

                  柏田、歩き出す。

橘      柏田。

柏田    まだ何かあるのか。

橘      お前なら、どう思う。

柏田    何が。

橘      おっちゃんがどうして他人の俺やバニラにここをくれたのか・・ここを頼む

        気になったのか、・・・俺、分からなくなって来て・・・。

柏田    は？簡単じゃないか。

橘      え。

柏田    単純に、あんた達が好きだったんだろ。

橘      ・・・・・・。

                  柏田、去る。

橘      俺は毎日忙しい。水をやり、伸びすぎた枝を剪定して、肥料を調節して、

        出荷前には葉っぱに付いた泥を落とす。おっちゃんが毎日やっていた仕事だ。

        ・・・最期の地を、訪ねてみようと思う。バンジージャンプで、呑気に飛び

        出したおっちゃんの目に、最後に映ったのは、何だったのか。きっと始めは

        リゾート地特有の底抜けに青い空、最後はやはり、谷底の木々の緑だったの

        ではないだろうか。・・・俺はそれを見たいと思った。その地に立てば、

        おっちゃんがもう一度、俺に聞いてくれる様な気がするからだ。

        「大きくなったら、何になりたい？」

        俺は、今度こそ、答えられる。

        「俺は、

                  音楽が、橘の声を、掻き消す。

                  彼は、確かに、答えた。

                  瞬間、暗転。

                                                    －ＥＮＤ－

